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第１８回（令和５年度）宮古島市⺠総合⽂化祭「児童・⽣徒の部」 

について、作品数・入賞数などをとりまとめました。 

ご協力いただきました全ての皆様方に感謝の意を表するとともに、 

児童・⽣徒の作品創作の参考としていただければ幸いに存じます。 
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学年別作品数

学年 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作 合計

小１ 55 38 47 17 4 4 20 42 227

小２ 97 32 60 10 3 44 36 62 344

小３ 70 40 76 9 11 1 38 50 295

小４ 76 31 87 42 9 3 31 36 315

小５ 82 29 25 9 9 20 20 40 234

小６ 90 30 123 31 6 2 17 31 330

計 470 200 418 118 42 74 162 261 1745

学年 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作 合計

中１ 30 5 21 23 0 47 2 6 134

中２ 42 14 18 67 2 5 8 2 158

中３ 42 17 121 6 1 3 2 1 193

計 114 36 160 96 3 55 12 9 485

書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作 合計

19 0 138 83 - - - - 240

書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作 合計

36 26 54 28 1 14 12 23 194

書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作 合計

639 262 770 325 46 143 186 293 2664

全体

小
学
校

中
学
校

高等
学校

全学年

特別
支援
教育

全学年

1



学校別入賞数

賞 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作
郷土の
お話大会 計 合計

市長賞 2 0 2 0 1 1 1 0 0 7

教育長賞 4 1 0 1 0 1 1 2 0 10

平良第一小学校 優秀賞 3 3 2 2 1 0 3 1 0 15

優良賞 11 4 1 1 0 1 2 1 0 21

佳作 11 9 6 6 2 1 1 5 0 41 94

市長賞 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

教育長賞 1 1 2 0 0 0 0 0 0 4

北小学校 優秀賞 1 1 0 0 0 1 2 0 0 5

優良賞 1 0 0 1 1 1 0 0 0 4

佳作 2 0 6 5 0 0 1 0 0 14 28

市長賞 0 2 0 0 0 1 0 0 0 3

教育長賞 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

南小学校 優秀賞 1 0 0 0 0 0 1 1 0 3

優良賞 0 1 3 1 0 0 0 2 0 7

佳作 5 1 1 0 0 0 0 1 0 8 22

市長賞 0 0 0 2 0 0 2 1 0 5

教育長賞 1 1 0 0 0 2 0 0 0 4

東小学校 優秀賞 1 2 0 1 0 0 0 0 0 4

優良賞 3 3 0 1 0 2 1 0 0 10

佳作 11 3 2 0 0 0 0 3 0 19 42

市長賞 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

教育長賞 1 0 0 0 0 0 2 0 1 4

久松小学校 優秀賞 0 1 2 1 2 0 1 1 0 8

優良賞 2 1 2 1 0 0 0 2 0 8

佳作 3 3 2 5 0 0 2 2 0 17 38

市長賞 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2

教育長賞 0 3 0 1 0 0 0 0 0 4

鏡原小学校 優秀賞 2 1 1 0 0 1 0 1 0 6

優良賞 1 2 0 0 0 0 2 0 0 5

佳作 2 1 1 1 1 0 1 2 0 9 26

市長賞 0 1 0 0 0 0 0 1 0 2

教育長賞 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2

西辺小学校 優秀賞 0 1 0 1 0 2 0 0 0 4

優良賞 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2

佳作 0 1 0 2 0 0 0 0 0 3 13

市長賞 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

狩俣小学校 優秀賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

優良賞 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

佳作 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

池間小学校 優秀賞 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佳作 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

市長賞 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

西城小学校 優秀賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佳作 0 1 1 0 0 1 0 0 0 3 5

市長賞 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

教育長賞 0 0 1 1 0 0 0 1 0 3

城辺小学校 優秀賞 1 1 0 0 0 0 1 0 0 3

優良賞 1 2 1 0 0 0 1 0 0 5

佳作 2 1 3 0 0 0 1 1 0 8 20

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

福嶺小学校 優秀賞 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2

優良賞 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

佳作 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

【　小　学　校　】
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学校別入賞数

賞 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作
郷土の
お話大会 計 合計

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

砂川小学校 優秀賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佳作 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市長賞 0 1 0 1 1 1 0 1 1 6

教育長賞 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

下地小学校 優秀賞 2 4 1 0 1 3 0 2 0 13

優良賞 0 2 0 0 2 0 0 2 0 6

佳作 2 6 3 4 1 3 0 0 0 19 45

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2

上野小学校 優秀賞 1 0 0 0 2 0 0 1 0 4

優良賞 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2

佳作 2 1 0 2 0 0 0 0 0 5 13

市長賞 3 0 1 0 0 1 0 1 0 6

教育長賞 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

伊良部島小学校 優秀賞 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

優良賞 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

佳作 4 1 2 2 0 0 0 1 0 10 20

賞 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作
郷土の
お話大会 計 合計

市長賞 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

教育長賞 1 0 0 0 0 0 1 0 0 2

平良中学校 優秀賞 2 0 1 0 0 0 0 0 0 3

優良賞 3 0 0 1 0 1 0 0 0 5

佳作 5 2 3 3 0 0 0 0 0 13 24

市長賞 2 1 0 0 0 1 1 0 0 5

教育長賞 0 3 0 0 0 1 0 0 0 4

北中学校 優秀賞 1 0 0 0 0 1 1 0 0 3

優良賞 0 2 1 1 0 2 0 0 0 6

佳作 2 4 1 2 0 1 2 0 0 12 30

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

久松中学校 優秀賞 1 0 1 1 1 0 0 0 0 4

優良賞 2 2 0 0 0 1 0 0 0 5

佳作 0 1 2 2 0 1 0 0 0 6 15

市長賞 1 0 1 1 0 0 0 0 0 3

教育長賞 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2

鏡原中学校 優秀賞 0 0 1 0 0 0 0 1 0 2

優良賞 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

佳作 2 0 0 1 0 0 0 3 0 6 14

市長賞 0 1 0 0 0 1 0 1 0 3

教育長賞 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

西辺中学校 優秀賞 0 4 0 0 0 0 0 0 0 4

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佳作 1 2 0 1 0 1 0 0 0 5 13

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

狩俣中学校 優秀賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佳作 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

池間中学校 優秀賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佳作 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1

市長賞 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

教育長賞 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

城東中学校 優秀賞 2 0 0 0 0 1 0 1 0 4

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2

佳作 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 10

【　小　学　校　】

【　中　学　校　】
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学校別入賞数

賞 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作
郷土の
お話大会 計 合計

市長賞 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

教育長賞 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

下地中学校 優秀賞 0 0 0 1 0 2 0 0 0 3

優良賞 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

佳作 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 7

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

上野中学校 優秀賞 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

優良賞 1 0 1 0 1 0 0 0 0 3

佳作 2 0 1 0 0 1 0 0 0 4 8

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

伊良部島中学校 優秀賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

優良賞 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

佳作 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

賞 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作
郷土の
お話大会 計 合計

市長賞 1 0 0 0 - - - - - 1

教育長賞 1 0 0 0 - - - - - 1

宮古高等学校 優秀賞 2 0 0 1 - - - - - 3

優良賞 1 0 2 0 - - - - - 3

佳作 2 0 0 1 - - - - - 3 11

市長賞 0 0 0 0 - - - - - 0

教育長賞 0 0 1 1 - - - - - 2

宮古工業高等学校 優秀賞 0 0 1 0 - - - - - 1

優良賞 0 0 1 0 - - - - - 1

佳作 0 0 5 1 - - - - - 6 10

市長賞 0 0 1 0 - - - - - 1

教育長賞 0 0 0 0 - - - - - 0

宮古総合実業高等学校 優秀賞 0 0 1 1 - - - - - 2

優良賞 1 0 1 2 - - - - - 4

佳作 1 0 3 6 - - - - - 10 17

賞 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作
郷土の
お話大会 計 合計

市長賞 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

教育長賞 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

宮古特別支援学校 優秀賞 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

優良賞 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

佳作 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5 15

【　特　別　支　援　学　校　】

【　高　等　学　校　】

【　中　学　校　】
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審査区分別入賞数

　　　　　　　　　　審査区分 市長賞 教育長賞 優秀賞 優良賞 佳作 計

１年 1 1 2 3 7 14
２年 1 1 2 3 7 14

　小学校の部 ３年 1 1 2 3 7 14
４年 1 1 2 3 7 14
５年 1 1 2 3 7 14
６年 1 1 2 3 7 14
１年 1 1 2 2 4 10

　中学校の部 ２年 1 1 2 2 4 10
３年 1 1 2 2 4 10

　高等学校の部 1 1 2 2 3 9
小学部 1 1 2 2 2 8

　特別支援教育の部 中学部 1 1 2 2 2 8
高等部 1 1 2 2 3 9

計 13 13 26 32 64 148

１年 1 1 2 2 4 10
２年 1 1 2 2 4 10

　小学校の部 ３年 1 1 2 2 4 10
４年 1 1 2 2 4 10
５年 1 1 2 2 4 10
６年 1 1 2 2 4 10
１年 1 1 0 0 1 3

　中学校の部 ２年 1 1 2 2 4 10
３年 1 1 2 2 4 10

　高等学校の部 0 0 0 0 0 0
　特別支援教育の部 1 1 3 3 4 12

計 10 10 19 19 37 95

低学年 1 1 2 3 10 17
　小学校の部 中学年 1 1 2 3 10 17

高学年 1 1 2 3 4 11
　中学校の部 1 0 2 4 9 16
　高等学校の部 1 1 2 4 8 16
　特別支援教育の部 1 1 1 1 5 9

計 6 5 11 18 46 86

低学年 1 1 2 2 8 14
　小学校の部 中学年 1 1 1 1 8 12

高学年 1 1 2 2 8 14
　中学校の部 1 1 2 2 10 16
　高等学校の部 0 1 2 2 8 13
　特別支援教育の部 1 1 2 2 3 9

計 5 6 11 11 45 78

低学年 0 1 1 1 1 4
　小学校の部 中学年 1 0 2 1 0 4

高学年 1 1 2 2 3 9
　中学校の部 0 0 1 1 0 2

　低学年
　特別支援教育の部 　中学年

　高学年
　　中学部 0 0 0 0 0 0

計 2 2 7 5 4 20

低学年 1 1 2 2 3 9
　小学校の部 中学年 1 1 1 0 0 3

高学年 1 1 2 1 1 6
　中学校の部 1 1 2 2 3 9

　低学年
　特別支援教育の部 　中学年

　高学年
　　中学部 1 1 2 2 1 7

計 6 6 11 9 9 41

低学年 1 1 2 2 2 8
　小学校の部 中学年 1 1 2 2 2 8

高学年 1 1 2 0 2 6
　中学校の部 1 1 1 0 2 5
　特別支援教育の部 1 1 2 2 0 6

計 5 5 9 6 8 33

低学年 1 1 2 2 4 10
　小学校の部 中学年 1 1 2 2 4 10

高学年 1 1 2 2 4 10
　中学校の部 1 1 2 2 3 9
　特別支援教育の部 1 1 1 1 3 7

計 5 5 9 9 18 46
郷
土
の

お
話

大
会 1 1 0 0 0 2

　　　合計 53 53 103 109 231 549

1

1 1 2 2 1 7

0 0 1 0 0

文
芸
展

（
詩

）

自
由
研
究
展

工
作
展

小
学
部

小
学
部

書
道
展

美
術
展

文
芸
展

(

俳
句

)

文
芸
展

(

短
歌

)
文
芸
展

（
作
文

）
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　　　書道展　入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 書道 小学１年 平良第一小 1 さわだ　そら

2 教育長賞 書道 小学１年 平良第一小 1 ひさい　もな

3 優秀賞 書道 小学１年 平良第一小 1 いけだ　あさ

4 優秀賞 書道 小学１年 下地小 1 村吉　結光

5 優良賞 書道 小学１年 東小 1 久貝　厘琥

6 優良賞 書道 小学１年 久松小 1 佐久本　華菜

7 優良賞 書道 小学１年 狩俣小 1 狩俣　紅寧

8 佳作 書道 小学１年 平良第一小 1 ともり　えいじ

9 佳作 書道 小学１年 北小 1 平野　サクラ

10 佳作 書道 小学１年 東小 1 下地　音葉

11 佳作 書道 小学１年 東小 1 西原　向真李

12 佳作 書道 小学１年 東小 1 益田　優理菜

13 佳作 書道 小学１年 鏡原小 1 おくひら　りく

14 佳作 書道 小学１年 伊良部島小 1 長濱　築

15 市長賞 書道 小学２年 鏡原小 2 くに仲　すい

16 教育長賞 書道 小学２年 久松小 2 上地　浩輔

17 優秀賞 書道 小学２年 鏡原小 2 よせかわ　まひろ

18 優秀賞 書道 小学２年 上野小 2 志慶真　華

19 優良賞 書道 小学２年 平良第一小 2 奥平　琉ノ心

20 優良賞 書道 小学２年 平良第一小 2 友利　心珀

21 優良賞 書道 小学２年 久松小 2 與那覇　希帆

22 佳作 書道 小学２年 平良第一小 2 池田　旬希

23 佳作 書道 小学２年 北小 2 狩俣　妃那

24 佳作 書道 小学２年 南小 2 豊見山　葵衣

25 佳作 書道 小学２年 東小 2 上地　さくら

26 佳作 書道 小学２年 東小 2 謝敷　真子

27 佳作 書道 小学２年 久松小 2 川満　優凛

28 佳作 書道 小学２年 下地小 2 村吉　美柚

29 市長賞 書道 小学３年 伊良部島小 3 外間　海叶

30 教育長賞 書道 小学３年 北小 3 池間　希織

31 優秀賞 書道 小学３年 平良第一小 3 根間　文美

32 優秀賞 書道 小学３年 下地小 3 長間　涼花

33 優良賞 書道 小学３年 平良第一小 3 池村　智珈

34 優良賞 書道 小学３年 平良第一小 3 黒島　星茉莉

35 優良賞 書道 小学３年 平良第一小 3 古見　海翔

36 佳作 書道 小学３年 平良第一小 3 島尻　悠臣

37 佳作 書道 小学３年 平良第一小 3 平良　悠人

38 佳作 書道 小学３年 南小 3 下地　亮伍

39 佳作 書道 小学３年 南小 3 仲地　茉莉佳

40 佳作 書道 小学３年 東小 3 浦　ゆうな

41 佳作 書道 小学３年 東小 3 平良　晴琉妃

42 佳作 書道 小学３年 久松小 3 兼本　怜奈

43 市長賞 書道 小学４年 伊良部島小 4 川平　琴美

44 教育長賞 書道 小学４年 平良第一小 4 寄川　修司

45 優秀賞 書道 小学４年 平良第一小 4 宮國　泰嘉

46 優秀賞 書道 小学４年 南小 4 仲本　泰哉

47 優良賞 書道 小学４年 平良第一小 4 友利　祐

48 優良賞 書道 小学４年 平良第一小 4 友利　弐乃

49 優良賞 書道 小学４年 北小 4 根間　樹希

50 佳作 書道 小学４年 平良第一小 4 末広　姫菜

51 佳作 書道 小学４年 東小 4 八尾　芽生

52 佳作 書道 小学４年 下地小 4 多和田　旺誠
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　　　書道展　入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

53 佳作 書道 小学４年 上野小 4 佐和田　莉子

54 佳作 書道 小学４年 伊良部島小 4 玉元　巴琉

55 佳作 書道 小学４年 伊良部島小 4 中村　花乃朱

56 佳作 書道 小学４年 伊良部島小 4 長濱　愛

57 市長賞 書道 小学５年 平良第一小 5 砂川　愛沙寿

58 教育長賞 書道 小学５年 平良第一小 5 下地　陽莉

59 優秀賞 書道 小学５年 東小 5 伊計　羽菜

60 優秀賞 書道 小学５年 伊良部島小 5 荷川取　凛心

61 優良賞 書道 小学５年 平良第一小 5 知念　梨姫乃

62 優良賞 書道 小学５年 平良第一小 5 古見　心奈

63 優良賞 書道 小学５年 東小 5 砂川　春妃

64 佳作 書道 小学５年 平良第一小 5 垣花　柚里

65 佳作 書道 小学５年 南小 5 下地　侑奈

66 佳作 書道 小学５年 南小 5 長濱　玲奈

67 佳作 書道 小学５年 東小 5 池田　玲美

68 佳作 書道 小学５年 東小 5 謝敷　絢介

69 佳作 書道 小学５年 久松小 5 仲村　結心

70 佳作 書道 小学５年 鏡原小 5 砂川　智陽

71 市長賞 書道 小学６年 伊良部島小 6 中村　遥宙

72 教育長賞 書道 小学６年 東小 6 友利　美玲

73 優秀賞 書道 小学６年 鏡原小 6 松原　悠馬

74 優秀賞 書道 小学６年 伊良部島小 6 長濱　彩

75 優良賞 書道 小学６年 平良第一小 6 菅浪　由璃菜

76 優良賞 書道 小学６年 平良第一小 6 友利　優杏

77 優良賞 書道 小学６年 東小 6 狩俣　有那

78 佳作 書道 小学６年 平良第一小 6 奥平　妃奈里

79 佳作 書道 小学６年 平良第一小 6 友利　虹心

80 佳作 書道 小学６年 平良第一小 6 仲本　萌香

81 佳作 書道 小学６年 平良第一小 6 長嶺　海咲

82 佳作 書道 小学６年 平良第一小 6 寄川　紗希

83 佳作 書道 小学６年 東小 6 川満　朱莉

84 佳作 書道 小学６年 上野小 6 友利　華

85 市長賞 書道 中学１年 城東中 1 下地　杏梨

86 教育長賞 書道 中学１年 平良中 1 古見　隆翔

87 優秀賞 書道 中学１年 平良中 1 座間味　千結

88 優秀賞 書道 中学１年 上野中 1 砂川　俐衣奈

89 優良賞 書道 中学１年 平良中 1 下地　龍雅

90 優良賞 書道 中学１年 上野中 1 渡真利　迦南

91 佳作 書道 中学１年 平良中 1 砂川　空菜

92 佳作 書道 中学１年 平良中 1 仲間　美成

93 佳作 書道 中学１年 鏡原中 1 垣花　ゆう

94 佳作 書道 中学１年 鏡原中 1 宮國　友莉

95 市長賞 書道 中学２年 鏡原中 2 友利　心羽寧

96 教育長賞 書道 中学２年 西辺中 2 安里　穂歩

97 優秀賞 書道 中学２年 久松中 2 平良　由子

98 優秀賞 書道 中学２年 城東中 2 佐久田　愛純

99 優良賞 書道 中学２年 平良中 2 平安山　真愛

100 優良賞 書道 中学２年 久松中 2 島尻　紗羅

101 佳作 書道 中学２年 平良中 2 仲宗根　佳吾

102 佳作 書道 中学２年 北中 2 砂川　陽菜向

103 佳作 書道 中学２年 西辺中 2 砂川　うた

104 佳作 書道 中学２年 上野中 2 砂川　尋弥
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　　　書道展　入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

105 市長賞 書道 中学３年 北中 3 佐和田　莉李

106 教育長賞 書道 中学３年 鏡原中 3 砂川　満智佳

107 優秀賞 書道 中学３年 平良中 3 川満　キララ

108 優秀賞 書道 中学３年 城東中 3 藤村　功哉

109 優良賞 書道 中学３年 平良中 3 冝保　伊香

110 優良賞 書道 中学３年 久松中 3 宮国　蓮海

111 佳作 書道 中学３年 平良中 3 伊計　璃人

112 佳作 書道 中学３年 平良中 3 松本　眞楓

113 佳作 書道 中学３年 北中 3 西里　月葉

114 佳作 書道 中学３年 上野中 3 下地　愛梨

115 市長賞 書道 高等学校の部 宮古高等学校 3 上地　心陽

116 教育長賞 書道 高等学校の部 宮古高等学校 3 宮平　優希香

117 優秀賞 書道 高等学校の部 宮古高等学校 1 松川　侑愛

118 優秀賞 書道 高等学校の部 宮古高等学校 2 座間味　奏愛

119 優良賞 書道 高等学校の部 宮古高等学校 2 川田　彩音

120 優良賞 書道 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 2 久貝　杏里

121 佳作 書道 高等学校の部 宮古高等学校 1 砂川　朋諒

122 佳作 書道 高等学校の部 宮古高等学校 2 仲原　成美

123 佳作 書道 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 1 西里　素楽

124 市長賞 書道 特別支援教育の部（小学） 城辺小 3 山本　陽太

125 教育長賞 書道 特別支援教育の部（小学） 平良第一小 2 田崎　瑛人

126 優秀賞 書道 特別支援教育の部（小学） 北小 2 砂川　森海

127 優秀賞 書道 特別支援教育の部（小学） 城辺小 4 新城　碧心

128 優良賞 書道 特別支援教育の部（小学） 鏡原小 3 砂川　笑絆

129 優良賞 書道 特別支援教育の部（小学） 城辺小 6 下地　藍輝

130 佳作 書道 特別支援教育の部（小学） 城辺小 3 新城　大和

131 佳作 書道 特別支援教育の部（小学） 城辺小 5 川満　心絆

132 市長賞 書道 特別支援教育の部（中学） 北中 1 下地　柚希

133 教育長賞 書道 特別支援教育の部（中学） 宮古特別支援学校（中学部） 2 友利　星南

134 優秀賞 書道 特別支援教育の部（中学） 北中 2 新里　一磨

135 優秀賞 書道 特別支援教育の部（中学） 宮古特別支援学校（中学部） 1 松川　壱輝

136 優良賞 書道 特別支援教育の部（中学） 宮古特別支援学校（中学部） 2 佐久川　湊大

137 優良賞 書道 特別支援教育の部（中学） 宮古特別支援学校（中学部） 3 下地　由菜

138 佳作 書道 特別支援教育の部（中学） 宮古特別支援学校（中学部） 1 上地　司真

139 佳作 書道 特別支援教育の部（中学） 宮古特別支援学校（中学部） 2 上里　優真

140 市長賞 書道 特別支援教育の部（高校） 宮古特別支援学校（高等部） 1 嵩原　ゆい

141 教育長賞 書道 特別支援教育の部（高校） 宮古特別支援学校（高等部） 1 鈴木　海空

142 優秀賞 書道 特別支援教育の部（高校） 宮古特別支援学校（高等部） 3 久貝　弘太郎

143 優秀賞 書道 特別支援教育の部（高校） 宮古特別支援学校（高等部） 3 仲間　叶夢

144 優良賞 書道 特別支援教育の部（高校） 宮古特別支援学校（高等部） 1 山本　麗音

145 優良賞 書道 特別支援教育の部（高校） 宮古特別支援学校（高等部） 3 池間　美香

146 佳作 書道 特別支援教育の部（高校） 宮古特別支援学校（高等部） 1 佐久川　槙騎

147 佳作 書道 特別支援教育の部（高校） 宮古特別支援学校（高等部） 1 下地　杏佳

148 佳作 書道 特別支援教育の部（高校） 宮古特別支援学校（高等部） 1 友利　秀平
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　　　美術展　入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 美術 小学１年 南小 1 比嘉　凛空

2 教育長賞 美術 小学１年 鏡原小 1 ともり　りおら

3 優秀賞 美術 小学１年 平良第一小 1 くになか　さく

4 優秀賞 美術 小学１年 下地小 1 西脇　柚葉

5 優良賞 美術 小学１年 南小 1 友利　奏咲

6 優良賞 美術 小学１年 東小 1 上地　倖葉

7 佳作 美術 小学１年 平良第一小 1 いしかわ　れお

8 佳作 美術 小学１年 平良第一小 1 しおかわ　えま

9 佳作 美術 小学１年 東小 1 楚南　賢志

10 佳作 美術 小学１年 伊良部島小 1 仲原　琉雅

11 市長賞 美術 小学２年 下地小 2 上田　麦

12 教育長賞 美術 小学２年 西辺小 2 仲宗根　大翔

13 優秀賞 美術 小学２年 久松小 2 福元　葵

14 優秀賞 美術 小学２年 鏡原小 2 岡村　千菜美

15 優良賞 美術 小学２年 平良第一小 2 國吉　彩良

16 優良賞 美術 小学２年 下地小 2 天田　凜

17 佳作 美術 小学２年 平良第一小 2 与那覇　真大

18 佳作 美術 小学２年 南小 2 善平　かの

19 佳作 美術 小学２年 久松小 2 友利　美晴

20 佳作 美術 小学２年 下地小 2 仲間　笑心

21 市長賞 美術 小学３年 南小 3 比嘉　璃海

22 教育長賞 美術 小学３年 北小 3 本村　虹貴

23 優秀賞 美術 小学３年 北小 3 長崎　芺久

24 優秀賞 美術 小学３年 東小 3 上地　結太

25 優良賞 美術 小学３年 鏡原小 3 友利　紅良

26 優良賞 美術 小学３年 鏡原小 3 根間　創牙

27 佳作 美術 小学３年 平良第一小 3 川満　琉磨

28 佳作 美術 小学３年 久松小 3 川満　百笑

29 佳作 美術 小学３年 西辺小 3 髙良　存

30 佳作 美術 小学３年 下地小 3 上地　悠翔

31 市長賞 美術 小学４年 狩俣小 4 伊良部　勝成

32 教育長賞 美術 小学４年 鏡原小 4 友利　光音

33 優秀賞 美術 小学４年 城辺小 4 下地　海遊

34 優秀賞 美術 小学４年 下地小 4 平良　陽奈音

35 優良賞 美術 小学４年 平良第一小 4 宮里　美桜空

36 優良賞 美術 小学４年 東小 4 當眞　琉正

37 佳作 美術 小学４年 平良第一小 4 来間　由芽

38 佳作 美術 小学４年 久松小 4 岡田　七海

39 佳作 美術 小学４年 城辺小 4 西原　まや

40 佳作 美術 小学４年 下地小 4 下地　莉桜

41 市長賞 美術 小学５年 北小 5 濱元　千聖

42 教育長賞 美術 小学５年 平良第一小 5 佐和田　桜

43 優秀賞 美術 小学５年 平良第一小 5 平良　優花

44 優秀賞 美術 小学５年 西辺小 5 仲宗根　翔平

45 優良賞 美術 小学５年 平良第一小 5 砂川　律花

46 優良賞 美術 小学５年 東小 5 上地　奏士

47 佳作 美術 小学５年 平良第一小 5 奥原　耕太

48 佳作 美術 小学５年 平良第一小 5 垣花　尚凛

49 佳作 美術 小学５年 東小 5 友利　咲玖

50 佳作 美術 小学５年 下地小 5 津波　璃音

51 市長賞 美術 小学６年 西辺小 6 仲間　健斗

52 教育長賞 美術 小学６年 鏡原小 6 友利　娃良
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　　　美術展　入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

53 優秀賞 美術 小学６年 東小 6 新城　花穏

54 優秀賞 美術 小学６年 下地小 6 洲鎌　天太

55 優良賞 美術 小学６年 平良第一小 6 長崎　愛菜

56 優良賞 美術 小学６年 久松小 6 平戸　敦己

57 佳作 美術 小学６年 平良第一小 6 下地　奏大

58 佳作 美術 小学６年 平良第一小 6 與那嶺　美結

59 佳作 美術 小学６年 東小 6 池村　來愛

60 佳作 美術 小学６年 下地小 6 盛島　小百合

61 市長賞 美術 中学１年 北中 1 垣花　恋捺

62 教育長賞 美術 中学１年 北中 1 佐和田　朱音

63 佳作 美術 中学１年 平良中 1 新里　梨斗

64 市長賞 美術 中学２年 西辺中 2 内澤　七海

65 教育長賞 美術 中学２年 北中 2 石嶺　香乃

66 優秀賞 美術 中学２年 西辺中 2 與那覇　春南

67 優秀賞 美術 中学２年 西辺中 2 與那覇　琉子

68 優良賞 美術 中学２年 北中 2 古城　心愛

69 優良賞 美術 中学２年 北中 2 坂井　美月

70 佳作 美術 中学２年 平良中 2 平良　心和

71 佳作 美術 中学２年 北中 2 漢那　琉夏

72 佳作 美術 中学２年 北中 2 新城　心穏

73 佳作 美術 中学２年 北中 2 砂川　碧李

74 市長賞 美術 中学３年 下地中 3 平良　朝希

75 教育長賞 美術 中学３年 北中 3 吉田　百花

76 優秀賞 美術 中学３年 西辺中 3 楚南　武之

77 優秀賞 美術 中学３年 西辺中 3 花城　未来

78 優良賞 美術 中学３年 久松中 3 神里　海音

79 優良賞 美術 中学３年 久松中 3 野原　凜

80 佳作 美術 中学３年 北中 3 長田　千寿

81 佳作 美術 中学３年 久松中 3 橋本　さや

82 佳作 美術 中学３年 西辺中 3 濱川　晴紀

83 佳作 美術 中学３年 西辺中 3 与那覇　妃乃

84 市長賞 美術 特別支援教育の部 平良中 1 栁田　苺果

85 教育長賞 美術 特別支援教育の部 東小 4 仲間　ひなた

86 優秀賞 美術 特別支援教育の部 平良第一小 6 狩俣　真愛

87 優秀賞 美術 特別支援教育の部 福嶺小 3  ダニエルズ　ソフィア

88 優秀賞 美術 特別支援教育の部 下地小 1 砂川　笑心

89 優良賞 美術 特別支援教育の部 城辺小 4 新城　碧心

90 優良賞 美術 特別支援教育の部 城辺小 5 川満　心絆

91 優良賞 美術 特別支援教育の部 下地小 2 友利　愛海

92 佳作 美術 特別支援教育の部 鏡原小 4 知念　琉之介

93 佳作 美術 特別支援教育の部 西城小 4 平良　碧翔

94 佳作 美術 特別支援教育の部 下地小 4 小禄　結心

95 佳作 美術 特別支援教育の部 上野小 3 宮國　杏虹
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　　文芸展（俳句）入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 俳句 低学年 平良第一小 2 池村　勇希

2 教育長賞 俳句 低学年 城辺小 1 にしはら　みかみ

3 優秀賞 俳句 低学年 久松小 1 與那覇　果蓮

4 優秀賞 俳句 低学年 鏡原小 1 みやかわ　あおい

5 優良賞 俳句 低学年 久松小 1 長畑　杏寧

6 優良賞 俳句 低学年 城辺小 1 すなかわ　ひろひと

7 優良賞 俳句 低学年 伊良部島小 2 下地　莞太

8 佳作 俳句 低学年 平良第一小 1 なかた　なつき

9 佳作 俳句 低学年 平良第一小 2 長嶺　蘭

10 佳作 俳句 低学年 平良第一小 2 よなみね　しゅうと

11 佳作 俳句 低学年 久松小 2 遠藤　啓太

12 佳作 俳句 低学年 久松小 2 平戸　志旺

13 佳作 俳句 低学年 鏡原小 1 とみやま　けいな

14 佳作 俳句 低学年 西城小 1 平良　匠海

15 佳作 俳句 低学年 下地小 1 奥間　月海

16 佳作 俳句 低学年 下地小 2 米村　天童

17 佳作 俳句 低学年 伊良部島小 2 天願　和成

18 市長賞 俳句 中学年 伊良部島小 4 仲間　心優

19 教育長賞 俳句 中学年 北小 4 伊波　華菜

20 優秀賞 俳句 中学年 平良第一小 3 根間　文美

21 優秀賞 俳句 中学年 久松小 3 前泊　和心

22 優良賞 俳句 中学年 南小 3 伊志嶺　綾介

23 優良賞 俳句 中学年 南小 3 西里　亜偉斗

24 優良賞 俳句 中学年 南小 4 渡慶次　美生

25 佳作 俳句 中学年 平良第一小 4 中村　玲舞

26 佳作 俳句 中学年 北小 3 サプコタ　テリヤ

27 佳作 俳句 中学年 北小 3 仲間　悠貴

28 佳作 俳句 中学年 北小 3 長崎　芙久

29 佳作 俳句 中学年 北小 3 本村　虹貴

30 佳作 俳句 中学年 北小 4 前里　衣俐

31 佳作 俳句 中学年 南小 3 髙里　凌空

32 佳作 俳句 中学年 東小 3 上地　結太

33 佳作 俳句 中学年 城辺小 4 狩俣　快斗

34 佳作 俳句 中学年 城辺小 4 下地　海遊

35 市長賞 俳句 高学年 久松小 6 森　夏夢偉

36 教育長賞 俳句 高学年 伊良部島小 5 与座　陽花

37 優秀賞 俳句 高学年 平良第一小 6 瑞慶覧　陽佳

38 優秀賞 俳句 高学年 下地小 5 津波　璃音

39 優良賞 俳句 高学年 平良第一小 6 池間　俊太

40 優良賞 俳句 高学年 久松小 6 亀川　諭

41 優良賞 俳句 高学年 上野小 6 渡真利　佳苗

42 佳作 俳句 高学年 平良第一小 6 菅浪　由璃菜

43 佳作 俳句 高学年 平良第一小 6 若本　桃那

44 佳作 俳句 高学年 北小 6 松村　姫遥

45 佳作 俳句 高学年 東小 6 松川　耀介

46 市長賞 俳句 中学校の部 鏡原中 2 前泊　樹莉

47 優秀賞 俳句 中学校の部 久松中 2 加藤　凛

48 優秀賞 俳句 中学校の部 鏡原中 2 友利　心羽寧

49 優良賞 俳句 中学校の部 北中 3 仲原　李美

50 優良賞 俳句 中学校の部 鏡原中 2 金城　香粋

51 優良賞 俳句 中学校の部 下地中 3 上地　心乃亜

52 優良賞 俳句 中学校の部 上野中 3 川満　綾宮
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　　文芸展（俳句）入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

53 佳作 俳句 中学校の部 平良中 3 佐和田　美咲

54 佳作 俳句 中学校の部 北中 3 下地　紗椰

55 佳作 俳句 中学校の部 久松中 2 佐和田　陽向

56 佳作 俳句 中学校の部 久松中 3 宮国　真央

57 佳作 俳句 中学校の部 狩俣中 3 美濃出　音男

58 佳作 俳句 中学校の部 池間中 2 久貝　海鳳

59 佳作 俳句 中学校の部 上野中 3 宮國　翔生

60 佳作 俳句 中学校の部 城東中 3 福里　元悠

61 佳作 俳句 中学校の部 城東中 3 松川　裕哉

62 市長賞 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 3 川満　藍華

63 教育長賞 俳句 高等学校の部 宮古工業高等学校 3 内間　翔哉

64 優秀賞 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 3 松原　千尋

65 優秀賞 俳句 高等学校の部 宮古工業高等学校 3 平良　玄汰

66 優良賞 俳句 高等学校の部 宮古高等学校 2 國仲　莉世

67 優良賞 俳句 高等学校の部 宮古高等学校 3 池間　新

68 優良賞 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 1 盛島　梨乃

69 優良賞 俳句 高等学校の部 宮古工業高等学校 3 宮國　長治

70 佳作 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 1 狩俣　めぐ

71 佳作 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 2 勝連　優香

72 佳作 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 3 小澤　里星

73 佳作 俳句 高等学校の部 宮古工業高等学校 1 池間　琳汰

74 佳作 俳句 高等学校の部 宮古工業高等学校 1 根間　稜太

75 佳作 俳句 高等学校の部 宮古工業高等学校 2 下地　香菜

76 佳作 俳句 高等学校の部 宮古工業高等学校 3 小禄　保

77 佳作 俳句 高等学校の部 宮古工業高等学校 3 山田　有煌

78 市長賞 俳句 特別支援の部 平良第一小 5 平　彰仁

79 教育長賞 俳句 特別支援の部 北小 2 仲間　優翔

80 優秀賞 俳句 特別支援の部 平良中 3 松川　竜也

81 優良賞 俳句 特別支援の部 西辺小 6 与那覇　拓海

82 佳作 俳句 特別支援の部 城辺小 4 新城　碧心

83 佳作 俳句 特別支援の部 下地小 6 平良　匠

84 佳作 俳句 特別支援の部 伊良部島小 5 羽地　華

85 佳作 俳句 特別支援の部 平良中 1 友利　愛香

86 佳作 俳句 特別支援の部 平良中 1 栁田　苺果
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　　文芸展（短歌）入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 短歌 低学年 東小 1 上地　倖葉

2 教育長賞 短歌 低学年 下地小 1 来間　凜斗

3 優秀賞 短歌 低学年 平良第一小 2 よなみね　しゅうと

4 優秀賞 短歌 低学年 久松小 2 平良　勝李

5 優良賞 短歌 低学年 平良第一小 1 ひさい　もな

6 優良賞 短歌 低学年 久松小 2 友利　美晴

7 佳作 短歌 低学年 平良第一小 2 奥平　琉ノ心

8 佳作 短歌 低学年 久松小 1 江﨑　隆之助

9 佳作 短歌 低学年 久松小 1 與那覇　果蓮

10 佳作 短歌 低学年 鏡原小 2 仲宗根　有優

11 佳作 短歌 低学年 下地小 1 川満　璃乃

12 佳作 短歌 低学年 下地小 1 新城　翔太郎

13 佳作 短歌 低学年 下地小 1 嵩原　寿季

14 佳作 短歌 低学年 下地小 1 羽地　茉莉

15 市長賞 短歌 中学年 鏡原小 4 友利　光音

16 教育長賞 短歌 中学年 平良第一小 3 仲田　明貴

17 優秀賞 短歌 中学年 池間小 4 松川　まみ

18 優良賞 短歌 中学年 北小 4 与那覇　元輝

19 佳作 短歌 中学年 北小 4 伊波　華菜

20 佳作 短歌 中学年 北小 4 佐渡山　新

21 佳作 短歌 中学年 北小 4 下地　優生

22 佳作 短歌 中学年 北小 4 鈴木　海亜

23 佳作 短歌 中学年 久松小 4 宮城　夏海

24 佳作 短歌 中学年 上野小 4 佐々木　丈介

25 佳作 短歌 中学年 上野小 4 草浦　奏

26 佳作 短歌 中学年 伊良部島小 3 上原　明日華

27 市長賞 短歌 高学年 東小 6 友利　美玲

28 教育長賞 短歌 高学年 鏡原小 6 友利　亘佑

29 優秀賞 短歌 高学年 平良第一小 6 山田　唯夏

30 優秀賞 短歌 高学年 東小 5 上地　奏士

31 優良賞 短歌 高学年 南小 5 粟國　愛翔

32 優良賞 短歌 高学年 東小 6 池村　來愛

33 佳作 短歌 高学年 平良第一小 6 奥平　結望

34 佳作 短歌 高学年 平良第一小 6 狩俣　りい咲

35 佳作 短歌 高学年 平良第一小 6 平良　莉愛

36 佳作 短歌 高学年 平良第一小 6 前泊　翔斗

37 佳作 短歌 高学年 平良第一小 6 若本　桃那

38 佳作 短歌 高学年 久松小 5 竹内　悠人

39 佳作 短歌 高学年 久松小 6 島尻　蒼生

40 佳作 短歌 高学年 伊良部島小 5 与座　陽花

41 市長賞 短歌 中学校の部 鏡原中 2 友利　優花

42 教育長賞 短歌 中学校の部 下地中 2 洲鎌　健汰

43 優秀賞 短歌 中学校の部 久松中 3 仲間　友美

44 優秀賞 短歌 中学校の部 下地中 2 湖城　遥斗

45 優良賞 短歌 中学校の部 平良中 2 佐久田　愛理

46 優良賞 短歌 中学校の部 伊良部島中 2 砂川　鈴夏

47 佳作 短歌 中学校の部 平良中 2 上原　光湧

48 佳作 短歌 中学校の部 平良中 2 大城　優菜

49 佳作 短歌 中学校の部 平良中 2 茂木　歩凛

50 佳作 短歌 中学校の部 北中 1 兼村　虎汰郎

51 佳作 短歌 中学校の部 北中 1 古謝　広隼

52 佳作 短歌 中学校の部 久松中 1 新垣　遥琉
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　　文芸展（短歌）入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

53 佳作 短歌 中学校の部 久松中 3 伊計　星来

54 佳作 短歌 中学校の部 鏡原中 1 宮國　光生

55 佳作 短歌 中学校の部 西辺中 2 安里　穂歩

56 佳作 短歌 中学校の部 下地中 2 上地　爽太

57 教育長賞 短歌 高等学校の部 宮古工業高等学校 1 平良　竜ノ祐

58 優秀賞 短歌 高等学校の部 宮古高等学校 1 国吉　大輝

59 優秀賞 短歌 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 1 新里　結希乃

60 優良賞 短歌 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 1 狩俣　華恋

61 優良賞 短歌 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 3 友利　美姫

62 佳作 短歌 高等学校の部 宮古高等学校 2 川平　瑞菜

63 佳作 短歌 高等学校の部 宮古工業高等学校 1 仲宗根　メグ

64 佳作 短歌 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 1 下里　優生

65 佳作 短歌 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 1 新里　蒼太

66 佳作 短歌 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 2 長濱　武蔵

67 佳作 短歌 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 2 吉原　秀哉

68 佳作 短歌 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 3 友利　一紗

69 佳作 短歌 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 3 松原　千尋

70 市長賞 短歌 特別支援の部 下地小 6 平良　匠

71 教育長賞 短歌 特別支援の部 城辺小 3 山本　陽太

72 優秀賞 短歌 特別支援の部 西辺小 6 与那覇　拓海

73 優秀賞 短歌 特別支援の部 福嶺小 3 ダニエルズ　ソフィア

74 優良賞 短歌 特別支援の部 西辺小 4 奥出　悠雅

75 優良賞 短歌 特別支援の部 北中 1 上地　唯里

76 佳作 短歌 特別支援の部 北小 2 仲間　優翔

77 佳作 短歌 特別支援の部 西辺小 4 奥出　悠斗

78 佳作 短歌 特別支援の部 西辺小 6 下地　京也

　　文芸展（作文）入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 教育長賞 作文 低学年 上野小 2 砂川　京和

2 優秀賞 作文 低学年 久松小 2 友利　美晴

3 優良賞 作文 低学年 北小 1 本村　夏帆

4 佳作 作文 低学年 下地小 1 盛島　綾夏

5 市長賞 作文 中学年 下地小 3 洲鎌　光希

6 優秀賞 作文 中学年 久松小 4 野原　颯太

7 優秀賞 作文 中学年 上野小 4 根間　心柚

8 優良賞 作文 中学年 上野小 3 砂川　采和

9 市長賞 作文 高学年 平良第一小 6 髙良　愛歌

10 教育長賞 作文 高学年 南小 6 西里　ことは

11 優秀賞 作文 高学年 平良第一小 5 上里　彪仁

12 優秀賞 作文 高学年 上野小 6 宮國　勝光

13 優良賞 作文 高学年 下地小 5 津波　璃音

14 優良賞 作文 高学年 下地小 6 川平　鈴

15 佳作 作文 高学年 平良第一小 5 粟國　日向楽

16 佳作 作文 高学年 平良第一小 5 垣花　尚凛

17 佳作 作文 高学年 鏡原小 5 寄川　倖人

18 優秀賞 作文 中学校の部 久松中 3 城間　碧

19 優良賞 作文 中学校の部 上野中 2 崎濱　青空

20 優秀賞 作文 特別支援教育の部（小学部） 下地小 5 友利　新太郎
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賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 詩 低学年 南小 1 比嘉　凛空

2 教育長賞 詩 低学年 東小 2 謝敷　真子

3 優秀賞 詩 低学年 北小 2 狩俣　和佳

4 優秀賞 詩 低学年 鏡原小 2 岡村　ちなみ

5 優良賞 詩 低学年 平良第一小 2 山田　麻陽

6 優良賞 詩 低学年 東小 1 上地　倖葉

7 佳作 詩 低学年 平良第一小 1 ひさい　もな

8 佳作 詩 低学年 下地小 2 古波藏　悠真

9 佳作 詩 低学年 下地小 2 佐々木　蔵人

10 市長賞 詩 中学年 伊良部島小 4 仲間　心優

11 教育長賞 詩 中学年 平良第一小 4 山田　陽子

12 優秀賞 詩 中学年 下地小 3 洲鎌　光希

13 市長賞 詩 高学年 平良第一小 6 久井　亮

14 教育長賞 詩 高学年 東小 5 謝敷　絢介

15 優秀賞 詩 高学年 下地小 5 上地　健翔

16 優秀賞 詩 高学年 下地小 5 仲地　愛良

17 優良賞 詩 高学年 福嶺小 6 久保　智寛

18 佳作 詩 高学年 西城小 5 上地　柚希

19 市長賞 詩 中学校の部 西辺中 2 安里　穂歩

20 教育長賞 詩 中学校の部 城東中 3 前里　昊輝

21 優秀賞 詩 中学校の部 下地中 1 根間　萌瑛

22 優秀賞 詩 中学校の部 城東中 3 本永　さくら

23 優良賞 詩 中学校の部 平良中 1 山城　建人

24 優良賞 詩 中学校の部 久松中 2 加藤　凛

25 佳作 詩 中学校の部 久松中 2 平良　勝斗

26 佳作 詩 中学校の部 西辺中 2 砂川　うた

27 佳作 詩 中学校の部 上野中 1 前里　碧来

28 市長賞 詩 特別支援教育の部（小学） 下地小 6 平良　匠

29 教育長賞 詩 特別支援教育の部（小学） 西辺小 4 奥出　悠斗

30 優秀賞 詩 特別支援教育の部（小学） 西辺小 4 奥出　悠雅

31 優秀賞 詩 特別支援教育の部（小学） 西辺小 4 平良　航大

32 優良賞 詩 特別支援教育の部（小学） 北小 2 仲間　優翔

33 優良賞 詩 特別支援教育の部（小学） 東小 5 知念　玲音

34 佳作 詩 特別支援教育の部（小学） 下地小 6 喜多村　颯亮

35 市長賞 詩 特別支援教育の部（中学） 北中 1 鈴木　結愛

36 教育長賞 詩 特別支援教育の部（中学） 北中 1 砂川　葵

37 優秀賞 詩 特別支援教育の部（中学） 北中 1 上地　唯里

38 優秀賞 詩 特別支援教育の部（中学） 下地中 1 太田　虎汰郎

39 優良賞 詩 特別支援教育の部（中学） 北中 1 武島　佑実

40 優良賞 詩 特別支援教育の部（中学） 北中 2 新里　一磨

41 佳作 詩 特別支援教育の部（中学） 北中 1 花城　幸周

文芸展（詩）入賞者
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賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 自由研究 低学年 東小 1 下里　風実歌

2 教育長賞 自由研究 低学年 久松小 2 與那覇　希帆

3 優秀賞 自由研究 低学年 平良第一小 1 やすなが　えり

4 優秀賞 自由研究 低学年 久松小 2 東　文孝

5 優良賞 自由研究 低学年 平良第一小 2 川満　玄誠

6 優良賞 自由研究 低学年 東小 1 上地　倖葉

7 佳作 自由研究 低学年 久松小 2 フォーリー　ジュン

8 佳作 自由研究 低学年 鏡原小 1 宮川　蒼生

9 市長賞 自由研究 中学年 東小 3 下里　和楓

10 教育長賞 自由研究 中学年 久松小 4 野原　颯太

11 優秀賞 自由研究 中学年 北小 4 田代　紗和

12 優秀賞 自由研究 中学年 南小 3 伊志嶺　綾介

13 優良賞 自由研究 中学年 平良第一小 3 島尻　悠臣

14 優良賞 自由研究 中学年 鏡原小 3 我如古　しの

15 佳作 自由研究 中学年 北小 4 浜川　陽翠

16 佳作 自由研究 中学年 城辺小 4 根間　喜愛

17 市長賞 自由研究 高学年 平良第一小 5 吉元　優奈

18 教育長賞 自由研究 高学年 平良第一小 6 奥平　妃奈里

19 優秀賞 自由研究 高学年 平良第一小 6 来間　俊之介

20 優秀賞 自由研究 高学年 北小 6 田代　眞子

21 佳作 自由研究 高学年 平良第一小 5 本村　杏菜

22 佳作 自由研究 高学年 久松小 6 フォーリー　ジミ

23 市長賞 自由研究 中学校の部 北中 2 松尾　尚明

24 教育長賞 自由研究 中学校の部 平良中 2 砂川　凛徳

25 優秀賞 自由研究 中学校の部 北中 2 垣花　咲希

26 佳作 自由研究 中学校の部 北中 2 新田　絆人

27 佳作 自由研究 中学校の部 北中 2
坂井　美月
高橋　香絢

28 市長賞 自由研究 特別支援の部 西城小 4 平良　碧翔

29 教育長賞 自由研究 特別支援の部 上野小 2 大池　陽人

30 優秀賞 自由研究 特別支援の部 平良第一小 2 奥平　空

31 優秀賞 自由研究 特別支援の部 城辺小 3 山本　陽太

32 優良賞 自由研究 特別支援の部 鏡原小 4 知念　柊磨

33 優良賞 自由研究 特別支援の部 城辺小 6 下地　藍輝

自由研究展　入賞者

16



賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 工作 低学年 下地小 1 村吉　結光

2 教育長賞 工作 低学年 平良第一小 2 髙里　昊之介

3 優秀賞 工作 低学年 平良第一小 2 與那嶺　柊音

4 優秀賞 工作 低学年 上野小 1 ねま　このは

5 優良賞 工作 低学年 南小 2 池間　つむぎ

6 優良賞 工作 低学年 久松小 2 宮川　海都

7 佳作 工作 低学年 平良第一小 1 いしかわ　れお

8 佳作 工作 低学年 平良第一小 1 まつがわ　ゆめ

9 佳作 工作 低学年 東小 2 下地　丞

10 佳作 工作 低学年 鏡原小 2 運天　あさひ

11 市長賞 工作 中学年 西辺小 3 村山　優央

12 教育長賞 工作 中学年 西城小 3 葉山　輝音

13 優秀賞 工作 中学年 下地小
2
4

多和田　翼
多和田　旺誠

14 優秀賞 工作 中学年 下地小 4 平良　陽奈音

15 優良賞 工作 中学年 久松小 3 辻　颯介

16 優良賞 工作 中学年 下地小 3 盛島　健一朗

17 佳作 工作 中学年 平良第一小 3 島尻　冨美斗

18 佳作 工作 中学年 久松小 4 嘉陽　圭真

19 佳作 工作 中学年 鏡原小 4 上地　彩菜

20 佳作 工作 中学年 城辺小 3 佐久川　陸太

21 市長賞 工作 高学年 伊良部島小 5 漢那　諒

22 教育長賞 工作 高学年 平良第一小 6 冝保　綾汰朗

23 優秀賞 工作 高学年 久松小 6 奥濱　真平

24 優秀賞 工作 高学年 鏡原小 5 運天　このみ

25 優良賞 工作 高学年 平良第一小 5 國吉　華羽

26 優良賞 工作 高学年 下地小 5 嵩原　志尚

27 佳作 工作 高学年 平良第一小 5 佐和田　桜

28 佳作 工作 高学年 南小 5 大城　璃和

29 佳作 工作 高学年 東小 5 上園　紗椰

30 佳作 工作 高学年 久松小 5 竹内　悠人

31 市長賞 工作 中学校の部 西辺中 2
下地　柊
仲間　隆晴

32 教育長賞 工作 中学校の部 鏡原中 1 西里　遙人

33 優秀賞 工作 中学校の部 鏡原中 1 砂川　琉花

34 優秀賞 工作 中学校の部 城東中 1 西里　咲良

35 優良賞 工作 中学校の部 城東中 2 西里　玲亜

36 優良賞 工作 中学校の部 城東中 3 宮国　咲良子

37 佳作 工作 中学校の部 鏡原中 1 上里　穂花

38 佳作 工作 中学校の部 鏡原中 1 工藤　栞帆

39 佳作 工作 中学校の部 鏡原中 1 砂川　愛翔

40 市長賞 工作 特別支援の部 東小 5 砂川　優梧

41 教育長賞 工作 特別支援の部 城辺小

2
3
4
5

仲間　悠翔
新城　大和
新城　碧心
川満　心絆

42 優秀賞 工作 特別支援の部 南小 4 浜川　昂大

43 優良賞 工作 特別支援の部 南小 4 川満　匠功

44 佳作 工作 特別支援の部 平良第一小 6 狩俣　新汰

45 佳作 工作 特別支援の部 東小 3 新垣　徹太

46 佳作 工作 特別支援の部 伊良部島小 3 国吉　颯真

工作展　入賞者
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賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 郷土のお話大会 ― 下地小 4 恩川　功輝

2 教育長賞 郷土のお話大会 ― 久松小 2 平良　勝李

郷土のお話大会　入賞者
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市長賞・教育長賞作品 
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平良第一小学校 １年 

さわだ そら 

鏡原小学校 ２年 

くに仲 すい 

伊良部島小学校 ３年 

外間 海叶 

伊良部島小学校 ４年 

川平 琴美 

伊良部島小学校 ６年 

中村 遥宙 

平良第一小学校 ５年 

砂川 愛沙寿 
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城東中学校 １年 

下地 杏梨 

鏡原中学校 ２年 

友利 心羽寧 

北中学校 ３年 

佐和田 莉李 

宮古高等学校 ３年 

上地 心陽 
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平良第一小学校 １年 

ひさい もな 

久松小学校 ２年 

上地 浩輔 

北小学校 ３年 

池間 希織 

城辺小学校 ３年 

山本 陽太 

宮古特別支援学校 高等部１年 

嵩原 ゆい 

北中学校１年 

下地 柚希 
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鏡原中学校 ３年 

砂川 満智佳 

平良第一小学校 ４年 

寄川 修司 

東小学校 ６年 

友利 美玲 

平良中学校 １年 

古見 隆翔 

西辺中学校 ２年 

安里 穂歩 

平良第一小学校 ５年 

下地 陽莉 
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平良第一小学校 ２年 

田崎 瑛人 

宮古高等学校 ３年 

宮平 優希香 

宮古特別支援学校 中学部２年 

友利 星南 

宮古特別支援学校 高等部１年 

鈴木 海空 
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書 道 展 の 総 評 

 

書道展審査員 

 

若干減ったものの６３９点の応募があった。 

 作品を全体的に見ると、小・中は名前まで丁寧な作品

作りがうかがえ、高校は書体を生かした巧みな筆使いに

よる表現が良かった。 

 課題は、 

 ・ 支援教育の部で、規定外用紙の作品があり、協議

の結果、規定に則り審査外となった。 

 ・ 作品提出の際、液体糊は表面に糊が浮き出て作品

を損ねてしまう。「スティック糊」の使用が良い。 
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市長賞・教育長賞作品 
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南小学校 １年 

比嘉 凛空 

むしのパラダイス 

下地小学校 ２年 

上田 麦 

かったぞ!! ほうさくしょうり!! 宮古大つなひき 

南小学校 ３年 

比嘉 璃海 

楽しかった宮古島祭り 

狩俣小学校 ４年 

伊良部 勝成 

野球の大会 
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北中学校 １年 

垣花 恋捺 

風景画 

西辺中学校 ２年 

内澤 七海 

鮮やかな海と船 

北小学校 ５年 

濱元 千聖 

宮古祭りで大綱引き 

西辺小学校 ６年 

仲間 健斗 

初のゴール勝利の１点 
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下地中学校 ３年 

平良 朝希 

廃屋 

平良中学校 １年 

栁田 苺果 

宮古島の海 

鏡原小学校 １年 

ともり りおら 

なわとび じょうずにとべるよ 

西辺小学校 ２年 

仲宗根 大翔 

クワガタつかまえたぞ 
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北小学校 ３年 

本村 虹貴 

ヤギとあそんだよ 

鏡原小学校 ４年 

友利 光音 

次の試合は三振とるぞ！ 

平良第一小学校 ５年 

佐和田 桜 

屋上から見た花火 

鏡原小学校 ６年 

友利 娃良 

目指せ!!新記録 
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北中学校 １年 

佐和田 朱音 

風景画 

北中学校 ２年 

石嶺 香乃 

風景画 

北中学校 ３年 

吉田 百花 

夏のおわり 

東小学校 ４年 

仲間 ひなた 

青バラのなつ 
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美 術 展 の 総 評 

 

美術展審査員 

 

今年度は昨年度に比べ、出品数が増加し、子供達の絵

画に挑戦する意欲が伺え喜ばしい限りです。全体的な作

品の傾向として、コロナ禍が明け、様々な地域・学校行

事が開催され、それらの行事に楽しく参加して感じた事

（感動、喜び、嬉しい…）等が伸び伸びと画面に表現さ

れていました。審査においてこのような子供達の思いが

伝わって来ていました。 

入賞作品の小学校は、色彩に元気があり、何を描きた

いかが感じ取れる作品が多かったです。 

中学校では、丁寧で色彩や構図等、レベルの高い表現

力の素晴らしさがありました。 

特別支援の部では、個々のテーマに沿った楽しい作品

が多かったです。 

来年度も多くの作品に出会える事を楽しみにしていま

す。 
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市長賞・教育長賞作品 
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学
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２
年 

 
 

池
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勇
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伊
良
部
島
小
学
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４
年 

 
 

仲
間 

心
優 

鏡
原
中
学
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２
年 

 
 

前
泊 

樹
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宮
古
総
合
実
業
高
等
学
校 

３
年 

 
 
 
 
 
 

川
満 

藍
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平
良
第
一
小
学
校 

５
年 

 
 

平 

彰
仁 

久
松
小
学
校 

６
年 

 
 

森 

夏
夢
偉 

○
あ
お
と
か
げ 

は
し
る
し
っ
ぽ
が 

ふ
で
み
た
い 

 
○
帰
ろ
う
よ 

入
道
雲
が 

せ
ま
り
来
る 

 

○
ス
コ
ー
ル
で 

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝 

光
り
出
す 

 

○
漆
黒
へ 

短
音
共
に 

散
る
花
火 

 

○
天
高
し 

土
で
よ
ご
れ
た 
実
習
着 

 

○
カ
ニ
見
つ
け 

長
ぐ
つ
ぬ
げ
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大
さ
わ
ぎ 
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城
辺
小
学
校 

１
年 

 
 

に
し
は
ら 

み
か
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伊
良
部
島
小
学
校 

５
年 

 
 

与
座 

陽
花 

宮
古
工
業
高
等
学
校 

３
年 

 
 

内
間 

翔
哉 

北
小
学
校 

２
年 

 
 

仲
間 

優
翔 

北
小
学
校 

４
年 

 
 

伊
波 

華
菜 

○
け
い
ト
ラ
の 

う
え
に
ね
こ
ろ
び 

は
な
び
み
る 

 

○
宿
題
の 
お
わ
り
み
え
な
い 

夏
の
午
後 

 

○
西
の
浜 

夕
焼
け
消
え
て 

波
の
音 

 

○
進
路
室 

未
来
に
追
わ
れ
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夏
終
わ
る 

 

○
み
つ
け
た
よ 

き
ゅ
う
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の
は
っ
ぱ
に 

ハ
ー
ト
が
た 
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文 芸 展（ 俳 句 の 部 ） の 総 評 

 

文芸展（俳句）審査員 

 

 作品数は、中学校を除いて全体で８６点増え７７０点

にのぼりました。 

 審査は規定の「有季定型」を規準にしました。 

 着眼点は良いものの季重なり、字余り、字足らずでラ

ンク下げになる作品がありました。 

 作った後に、友達どうしで確認し合うこともいいでし

ょう。 

 また、「しっぽがふでみたい」などのオノマトペ（擬

音語・擬態語）を使うことで効果的で楽しい俳句となり

ますので、おすすめです。 

38



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長賞・教育長賞作品 
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下
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文 芸 展 （ 短 歌 の 部 ） の 総 評 

 

文芸展（短歌）審査員 

 

今年はどの学年も多くの作品が寄せられ、心をうたれ

る作品が数多くありました。 

小学校低学年の作品では、学校で育てている草花の観

察を通して成長していく様子や色とりどりの花の美しさ

をうたった作品が目にとまりました。 

中学年、高学年では習い事や特技を通しての楽しさ、

家族、親戚との集いの中で、人とのつながりの大切さに

気づいたこと、部活動を通して友だちとの交流で得た喜

びを表現した作品に出会いました。 

中学生、高校生の作品では周りの植物のようにどんど

ん伸びていき、夢に向かって成長していきたいという思

いや初めて挑戦したことへの不安と満たされた気持ちが

よく表現された作品が多くありました。 

特別支援の作品では優しさにあふれた作品が多くあ

り、中でも先祖への思いに手をあわせることをよんだ作

品には感動しました。また、生き物に心を寄せ観察した

ことや運動会での友達との思い出などがいきいきと表現

された心温まる作品がありました。 

課題として、短歌の定型「５・７・５・７・７」の結

句が「７・５」「５・５」の作品がありました。今後気

をつけてほしいです。 
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港 っ て す ご い な 

下 地 小 学 校 三 年 洲 鎌 光 希 

 

七 月 十 六 日 、 ぼ く は 、 お 母 さ ん と お ば あ の 三 人 で 、 港 フ ェ ス タ｢ 岸 ぺ き ウ ォ ー キ ン グ 大

会｣ に 参 加 し ま し た 。 こ の 大 会 は 、 ふ だ ん は 立 ち 入 る こ と が で き な い 、 大 型 ク ル ー ズ 船 専

用 の 岸 ぺ き を 歩 く こ と が で き 、 往 復 二 ㎞ あ り ま し た 。 青 く き れ い な 海 に 囲 ま れ て 、 ま っ す ぐ

の び た 岸 ぺ き を 歩 く の は 、 と て も 気 も ち が よ か っ た で す 。 ぼ く は こ の 大 会 に 参 加 し て 、 港 の

こ と を 少 し 知 る こ と が で き ま し た 。 

受 付 を す る た め に 入 っ た 案 内 所 に 、 大 型 ク ル ー ズ 船 の パ ネ ル が 展 示 さ れ て い ま し た 。 パ

ネ ル で は 、 国 内 外 の 大 型 ク ル ー ズ 船 が た く さ ん 紹 介 さ れ て い ま し た 。 

｢ え ー 、 三 千 人 ？ こ ん な に た く さ ん の 人 た ち が 、 一 度 に 宮 古 島 に 来 る ん だ ね 。｣ 

パ ネ ル に 書 か れ て あ っ た 乗 客 数 を 見 て 、 お 母 さ ん が お ど ろ い て い ま し た 。 ど の ク ル ー ズ 船

も 、 ひ こ う き と は 比 べ も の に な ら な い く ら い の 乗 客 数 で し た 。 こ の 岸 ぺ き が で き る ま で は 、

大 型 ク ル ー ズ 船 を 沖 に て い 泊 さ せ 、 ボ ー ト に 乗 客 を 乗 せ て 上 陸 さ せ る こ と も あ っ た そ う

で す 。 そ れ に は 時 間 が か か り 、 安 全 面 に と て も 気 を つ け た そ う で す 。 岸 ぺ き が で き た こ と

で 、 船 か ら も 移 動 が 早 く 安 全 に な り 、 こ れ か ら は 、 国 内 外 か ら 、 た く さ ん の 大 型 ク ル ー ズ

船 が 宮 古 島 に や っ て 来 る の か な と 思 い ま し た 。 

  案 内 所 に は 、 港 が ど ん ど ん か わ っ て い く 様 子 が わ か る 写 真 も あ り ま し た 。 写 真 を 一 緒 に

見 て い た お ば あ が 、 

｢ な つ か し い ね ぇ 。 昔 の 港 だ ね 。｣ 

と 、 一 枚 の 写 真 を 指 さ し て 言 い ま し た 。 佐 良 浜 で 育 っ た お ば あ は 、 船 じ ゃ な い と 平 良 に 行

け な か っ た こ と や 、 浮 き さ ん ば し が で き て か ら 、 船 へ の 人 や 物 の 乗 り お り が 楽 に な っ た こ

と な ど 昔 の 話 を し て く れ ま し た 。 二 十 年 以 上 、 平 良 港 で 船 の 切 符 売 り を し て い た お ば あ

は 、 平 良 港 タ ー ミ ナ ル な ど 、 港 の 施 設 が か わ っ て い っ た こ と で 、 港 で 働 く 人 た ち の 働 き 方

が 良 い 方 に か わ っ て い っ た と 話 し て く れ ま し た 。 

 ウ ォ ー キ ン グ 中 、 い ろ い ろ な 船 を 見 ま し た 。 そ の 話 を お 父 さ ん に す る と 

｢ 毎 日 の 生 活 に ひ つ よ う な 食 べ 物 な ど の 物 の 多 く は 、 港 に 持 ち こ ま れ て 、 お 店 に 運 ば れ て い

く ん だ よ 。｣ 

と 教 え て く れ ま し た 。 社 会 科 の お 店 見 学 の 時 、 店 内 に 並 ん で い た 品 物 の ほ と ん ど が 、 本 島

や 県 外 、 外 国 か ら き て い る こ と を 思 い 出 し ま し た 。 台 風 の 時 な ど 、 船 が 港 に 入 ら な い と 、

お 店 の 品 物 が 少 な く な っ て い ま し た 。 そ れ だ け 宮 古 島 で 作 ら れ て い る 物 は 少 な い ん だ と

知 り ま し た 。 平 良 港 は 、 海 を 埋 め 立 て て 大 き く な り 、 そ の こ と で 、 宮 古 島 に 入 っ て く る 物 も

増 え て い っ た そ う で す 。 

｢ 港 っ て す ご い な 。 港 が あ る か ら 、 ぼ く た ち は 生 活 が で き て い る ん だ な 。｣ 

  ぼ く が 歩 い た 岸 ぺ き よ り も 、 港 は は る か に 広 く て 大 き く て 、 た く さ ん の 施 設 が あ り ま す 。

港 に は ど ん な 仕 事 が あ っ て 、 ど ん な 役 わ り が あ る の か 、 も っ と も っ と 知 り た い で す 。 
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自 然 災 害 か ら 学 ん だ 事 

平 良 第 一 小 学 校 六 年 髙 良 愛 歌 

 

十 二 年 前 の 三 月 十 一 日 の 出 来 事 を 覚 え て い る だ ろ う か 。 東 日 本 大 震 災 。 私 は 、 ち ょ う

ど 母 の お 腹 の 中 に い た 。 も ち ろ ん 記 憶 に は な い が 、 そ の 事 を 知 っ た の は 、 小 学 生 の 頃 だ っ

た 。 そ の 頃 は 、 当 時 の 様 子 が よ く 分 か ら ず 、 ま る で 人 事 の よ う に 思 っ て い た 。 

今 年 、 十 二 年 が た ち 、 テ レ ビ で は 震 災 の 様 子 や 町 の 様 子 が 生 々 し く 流 れ て い た 。 学 校 で

も 、 先 生 か ら 教 わ り 、 私 は 自 然 災 害 の 恐 ろ し さ が 人 事 で は な い と 思 う よ う に な っ た 。 そ し

て 、 当 時 の 震 災 の 様 子 を Ｓ Ｎ Ｓ を 通 し て 見 る 事 に し た 。 震 災 で は 、 何 度 も 揺 れ が 起 こ り 、

あ ち ら こ ち ら の 家 は 津 波 で 流 さ れ 、 道 路 は 、 た く さ ん の 車 で ご っ た が え 、 し ば ら く し て 、

津 波 が 押 し 寄 せ て く る 映 像 だ っ た 。 

｢ 早 く に げ て｣ 

と 叫 ん で い る 人 も い た 。 

私 は 、 そ の 映 像 を 見 て 、 涙 が あ ふ れ て き た 。 津 波 に 飲 み こ ま れ る 瞬 間 が 、 ど れ ほ ど 怖 か っ

た だ ろ う か 。 あ ま り に も 衝 撃 的 だ っ た 。 こ ん な 事 が 同 じ 日 本 で 起 こ っ た 災 害 な の か 。 私 は

悲 し く て 仕 方 が な か っ た 。 

  私 は 、 被 災 地 の 中 学 生 が 書 い た 文 章 を 読 ん で み た 。 そ の 中 学 生 は 涙 な が ら に こ う 語 っ

た 。｢ 中 学 校 の 防 災 教 育 は 、 高 く 評 価 さ れ 、 十 分 な 訓 練 を し て い た 。 し か し 、 自 然 の 恐 ろ し

さ に 人 間 は 勝 つ 事 が で き ず 、 大 切 な 物 を 次 々 と う ば っ て い っ た 。 で も 天 を 恨 ま ず 、 助 け 合

っ て 生 き て い く の が 私 た ち の 使 命｣ と 。 

思 い 出 す の も 辛 い は ず な の に 、 当 時 の 様 子 を 伝 え 続 け 、 自 然 の 恐 ろ し さ に 気 付 か せ て く

れ た 事 に 、 感 謝 し つ つ 涙 が 止 ま ら な か っ た 。 

そ し て 、 私 の 住 ん で い る 宮 古 島 で も 、 二 十 年 前 大 き な 台 風 で た く さ ん の 被 害 に あ っ た 事

も 知 っ た 。 電 柱 は 倒 れ 、 電 気 も 水 も 使 え ず 、 食 料 も 届 か ず 、 苦 し い 生 活 が 続 い た そ う だ 。

家 は 揺 れ 、 ガ ラ ス は 割 れ 、 と て も 怖 か っ た あ の 日 を 今 で も 忘 れ な い と 、 家 族 は 言 っ て い た 。 

  私 は 、 普 段 か ら 避 難 訓 練 を 行 っ て い る の で 、 本 当 に 災 害 が 起 こ っ て も 大 丈 夫 だ と 、 ど こ

か 安 心 し て い た 。 で も 、 中 学 生 の 文 章 や 宮 古 島 の 台 風 の 事 を 知 っ て 、 ど ん な に 訓 練 し て い

て も 、 人 間 が 勝 て な い 程 、 自 然 は 恐 ろ し い と い う 事 に も 気 づ か さ れ た 。 

  こ の 震 災 で 、 た く さ ん の 人 が 亡 く な り 、 居 場 所 を な く し 、 悲 し み や 苦 し み を 味 わ っ た 。

あ た り 前 の 日 常 が 一 瞬 に し て 無 く な る 怖 さ を 身 に し み て 感 じ た 。 

家 族 と 一 緒 に い る 事 、 好 き な 事 を す る 事 、 学 校 へ 行 く 事 、 そ れ が 決 し て 当 た り 前 で は な い

事 も 教 え て く れ た 。 

  今 、 私 に で き る 事 は 何 だ ろ う 。 そ れ は 、 悲 し い 出 来 事 で 終 わ ら せ る の で は な く 、 体 験 者

が 教 え て く れ た 事 を １ 人 で も 多 く の 人 に 伝 え て い く 事 だ と 思 う 。 こ れ か ら も 、 生 か さ れ

て い る 事 が 決 し て あ た り 前 で は な い 事 を 心 に 止 め 、 自 分 の 身 は 自 分 で 守 り 、 日 々 の 生 活

に 感 謝 し て い き た い 。 
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で き る よ う に な っ た こ と 

上 野 小 学 校 二 年 砂 川 京 和 

 

二 年 生 に な っ て 、 で き る よ う に な っ た こ と を 、 し ら べ て み ま し た 。 

ま ず は 、 ソ ロ バ ン で す 。 年 ち ょ う か ら は じ め た ソ ロ バ ン は 、 か け 算 や わ り 算 も 入 っ た

七 き ゅ う を や っ て い ま し た 。 か け 算 九 九 が な か な か お ぼ え ら れ ず に 、 九 九 ひ ょ う を 何

回 も 見 な が ら 、 一 生 け ん め い れ ん し ゅ う を し ま し た 。 

そ し て 、 七 月 に 七 き ゅ う の し け ん を う け ま し た 。 わ り 算 が む ず か し か っ た け ど 、 あ

き ら め な い で が ん ば っ た ら 、 合 か く で き ま し た 。 と っ て も う れ し か っ た で す 。 

つ ぎ は 、 六 き ゅ う 合 か く め ざ し て 、 が ん ば り た い と 思 い ま す 。 

二 つ 目 に バ レ ー ボ ー ル で す 。 

あ ね と 一 し ょ に 、 五 月 に 入 ぶ し ま し た 。 

｢ た の し そ う だ し 、 か ん た ん に で き そ う 。｣ 

と 思 っ て い ま し た が 、 や っ て み る と む ず か し く て 、 ト ス が あ い て に と ど か な か っ た り 、

レ シ ー ブ し て も う し ろ に い っ た り 、 サ ー ブ が と ど か な か っ た り と 、 自 分 が 思 う よ う に

い か な い こ と ば っ か り で す 。 

  で も 、 先 ぱ い た ち が や さ し く 教 え て く れ る の で 、 少 し ず つ 、 ト ス や レ シ ー ブ も で き る

よ う に な っ て き ま し た 。 サ ー ブ が と ど く よ う に 、 も っ と れ ん し ゅ う し ま す 。 

  三 つ 目 は 、 体 い く と さ ん す う で す 。 

  体 い く は 、 か た と う り つ が で き る よ う に な り ま し た 。 

  さ い し ょ は 、 せ 中 が ゆ か に つ い て い た り 、 足 を ま っ す ぐ あ げ る こ と が で き ま せ ん で

し た が 、 先 生 に ア ド バ イ ス を も ら っ た り 、 家 の ふ と ん で れ ん し ゅ う を す る と 、 で き る

よ う に な り ま し た 。 

  さ ん す う で は 、 ひ っ 算 で 、 く ら い を 合 わ せ て 計 算 し た り 、 百 の く ら い の 計 算 も で て き

て 、 さ い し ょ は 、 ま ち が い ば か り で し た が 、 が ん ば り ノ ー ト で ふ く し ゅ う を す る こ と で 、

で き る よ う に な り ま し た 。 

  二 年 生 に な っ て 、 で き る こ と が ど ん ど ん ふ え て き た こ と を お か あ さ ん に つ た え る と 、 

｢ そ れ は 、 自 分 が と っ て も が ん ば っ て る こ と だ よ 。｣ 

と い わ れ て 、 う れ し か っ た で す 。 

  二 学 き は 、 き ゅ う ち ょ う に も 立 こ う ほ し て 、 い ろ ん な こ と に ち ょ う せ ん し な が ら 、 で

き る こ と を ど ん ど ん ふ や し て い き た い で す 。 
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a 挑 戦 す る 心 

南 小 学 校 六 年 西 里 こ と は 

｢ ア ン ナ ー 、 ア ン ナ ー 。｣ 

私 は 、 今 年 の 二 月 に 、 初 め て の 劇 に 挑 戦 し 、 主 役 を 演 じ る と い う と て も 貴 重 な 経 験 を し ま し た 。 

市 民 劇 に 参 加 し よ う と 思 っ た き っ か け は 、 子 供 劇 団 か な や ら び の 劇 を 観 て 、 こ の 世 界 に 入 っ て み

た い 。 こ の 舞 台 に 立 っ て み た い 。 と 思 っ て い た 時 に 見 つ け た 、 市 民 劇 の 参 加 者 募 集 の チ ラ シ で し た 。 

初 め て の 稽 古 の 日 、 消 極 的 な 私 は 、 初 対 面 の 人 ば か り で 緊 張 し 、 目 立 た な い よ う に 人 の 後 ろ に

隠 れ 、 困 っ た 時 に 質 問 で き な か っ た り 、 休 み 時 間 を 一 人 で 過 ご し た り し て い ま し た 。 

最 初 は 、 さ み し い 思 い も し ま し た が 、 ゲ ー ム を し て い る う ち に 、 周 り の 仲 間 が 話 し か け て く れ た

の で 、 だ ん だ ん 周 り に 馴 染 め て 、 私 か ら も 話 し か け る こ と が で き る よ う に な っ て い ま し た 。 

初 め て も ら っ た 台 本 に は 、 セ リ フ だ け で は な く 、 ト 書 き と い わ れ る 人 物 の 様 子 や 感 情 、 周 り の 反

応 な ど が く わ し く 書 か れ て い て お ど ろ き ま し た 。 

そ し て 、 長 文 の セ リ フ が た く さ ん あ っ た の で 最 初 は 不 安 で し た が 、 他 の 劇 で は 、 こ の 倍 の セ リ フ

が あ る と 聞 い た の で 、 私 も 頑 張 ろ う と 思 え る よ う に な り ま し た 。 

市 民 劇 を 通 し て 、 初 め て 経 験 し た こ と は 、 三 つ あ り ま す 。 

一 つ 目 は 、 他 の 学 校 や 学 年 の 人 、 大 人 の 人 達 と 、 劇 を 通 し て 仲 良 く な れ た こ と で す 。 特 に 、 他 の 学

校 の 人 と 関 わ り 、 何 か を 創 り 上 げ る と い う 機 会 は 中 々 無 い こ と な の で 、 良 い 経 験 に な り ま し た 。 

二 つ 目 は 、 い つ も 気 に し な い 所 を 気 に す る よ う に な っ た こ と で す 。 姿 勢 の 悪 さ や イ ン ト ネ ー シ ョ

ン 、 セ リ フ を 言 う 時 に 手 が 動 い て し ま う く せ な ど 、 自 分 の 直 す べ き 所 に 気 づ き 、 改 善 し よ う と 心 が

け ま し た 。 

三 つ 目 は 、 大 勢 の 観 客 の 前 で 演 技 し た こ と で す 。 演 技 自 体 初 め て の 経 験 で し た が 、 観 客 席 の 後 ろ

ま で 届 く よ う に 大 き な 声 を 出 す こ と や 、 戦 争 の 悲 惨 さ を 伝 え ら れ る よ う な 表 現 を 頑 張 り ま し た 。 

約 三 百 人 の 前 で 、 一 人 で 演 じ る シ ー ン は 、 と て も 緊 張 し て い ま し た が 、 本 番 で は 、 楽 し く 演 じ る

こ と が で き ま し た 。 

初 め て の 劇 は 難 し い 所 も た く さ ん あ り ま し た 。 役 の 生 活 や 設 定 を 想 像 し て 、 人 物 を 理 解 し た り 、

動 き や セ リ フ で 感 情 や 状 況 を 表 現 し な け れ ば な ら な か っ た か ら で す 。 セ リ フ が 無 い 時 に も 表 現 が

必 要 な の で 、 考 え な け れ ば な ら な い こ と も た く さ ん あ り ま し た 。 

普 段 の 私 は 、 自 分 か ら 人 に 話 し か け た り 、 新 し い こ と に 挑 戦 す る こ と は 、 不 安 で 苦 手 で す 。 性 格

が 正 反 対 の 弟 を う ら や ま し く 思 っ て い ま す 。 

し か し 、 市 民 劇 の 時 は 、 稽 古 か ら 本 番 を 通 し て 私 は 少 し 成 長 す る こ と が で き ま し た 。 

自 分 か ら 話 し か け る よ う に な っ た り 、 演 技 に つ い て 大 人 に 質 問 し た り 、 何 よ り 大 勢 の 人 の 前 に

立 っ て 大 き な 声 を 出 す こ と が で き る よ う に な っ て い ま し た 。 

私 は 、 市 民 劇 を 通 し て 、 た く さ ん の 経 験 を さ せ て も ら い ま し た が 、 一 番 大 き な 学 び に な っ た の は 、

勇 気 を 出 し て 挑 戦 す れ ば 自 分 が 変 わ れ る と い う こ と で す 。 

去 年 の 夏 、 勇 気 を 出 し て 市 民 劇 の 応 募 し て よ か っ た と 今 で も 思 い ま す 。 

こ の 経 験 を 大 切 に し て 、 自 分 の 成 長 に つ な げ 、 こ れ か ら も 勇 気 を も っ て 、 初 め の 一 歩 を ふ み 出 し

て い き た い で す 。 

教 育 長 賞 
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文 芸 展 （ 作 文 の 部 ） の 総 評 

 

文 芸 展( 作 文) 審 査 員 

 

○ 小 学 校 低 学 年 の 部 

  日 常 生 活 の 中 か ら 題 材 を 見 つ け 、 体 験 し た 事 や 家 族 や 祖 父 母 と の 関 わ り を 低

学 年 ら し い 視 点 で 素 直 に 表 現 し て い る 。 

  会 話 文 を 取 り 入 れ 、 情 景 や 心 情 に も う 少 し 深 ま り が 出 る よ う な 表 現 の 工 夫 を

し て 欲 し い 。 

 

○ 小 学 校 中 学 年 の 部 

  起 き た 出 来 事( 事 実) を 並 べ る だ け に 留 ま ら ず 、 書 き 手 の 思 い や 考 え が 表 れ て い

る 作 品 が 入 賞 を 果 た し た 。 

  会 話 文 を 効 果 的 に 取 り 入 れ る こ と で 、 作 文 に テ ン ポ が 生 ま れ 、 情 景 が 浮 か び や

す く な っ て い た 。 

  １ ０ ０ ０ ～ １ ２ ０ ０ 字 の 範 囲 で 内 容 を ま と め ら れ る と よ い 。 

  提 出 す る と き に 誤 字 、 脱 字 の 確 認 を 徹 底 し て ほ し い 。 

 

○ 小 学 校 高 学 年 の 部 

  文 章 構 成 を し っ か り と と ら え て 文 章 化 で き て い た 。 

  出 来 事 を 順 序 よ く 書 い て い た 。 そ の 中 に 、 学 ん だ こ と や 感 じ た こ と を 入 れ る と

更 に 良 く な る と 思 い ま す 。 

 

○ 中 学 校 の 部 

  自 分 の 可 能 性 を 信 じ 、 た く ま し く 生 き よ う と す る 姿 勢 が み ら れ る 作 品 が あ っ

た 。 

  作 品 の 中 に 具 体 的 な 体 験 、 エ ピ ソ ー ド が あ る と 、 も っ と 深 み が で て 読 み 手 を ひ

き つ け る 。 

  消 滅 の 危 機 に 瀕 し て い る 言 語 を 取 り 上 げ た の は 興 味 深 い し 、 そ う い う 若 者 が

い る こ と は 審 査 員 と し て 喜 ば し い 。 

  応 募 条 件 の 規 定 を 守 っ て ほ し い 。 

 

○ 特 別 支 援 教 育 の 部( 小 学 部) 

  経 験 か ら 考 え た こ と や 学 ん だ こ と を 文 に 表 し て い た 。 

  応 募 作 品 が 少 な か っ た 。 
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ぼ く の お と う と 

南 小 学 校 一 年  比 嘉 凛 空 

 

｢ え ー ん 。 え ー ん｣ と な く 

な ん で な く の ？ 

お な か が す い た の ？ 

ね む た い の ？ 

か な し い の か な ぁ 

な み だ が ぽ ろ ぽ ろ で て く る ね 

い な い い な い ば ぁ 

に こ に こ わ ら っ た 

ぼ く も わ ら っ た 

や っ ぱ り わ ら っ た 

ぼ く の お と う と 

わ ら っ た ぼ く の お と う と 

ぼ く の お と う と １１ か げ つ 

も う す ぐ あ る く か な 。 

て を つ な い で あ る く か な 。 

い ま は 小 い さ い け ど 

大 き く な っ た ら 

に ー に ー の お よ う ふ く 

ぜ ん ぶ あ げ る ね 

く つ も あ げ る ね 

お と う と は 、 こ ぶ ん 

ぼ く は 、 お や ぶ ん 

あ 、 も う ね ち ゃ っ た 

バ ン ザ イ し て ね て る 

ね て る か お も か わ い い な 

い い ゆ め み て ね 

お と う と は 

ぼ く の た か ら も の 

せ か い い ち 

か わ い い ぼ く の お と う と 

市 長 賞 
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大 す き な お 母 さ ん 

         伊 良 部 島 小 学 校 四 年 仲 間 心 優 

 

大 す き な お 母 さ ん の に お い 

と て も あ た た か く 

と て も 優 し い に お い 

 

お 洗 た く し た 

い い に お い 

お い し そ う な 

お 料 理 の い い に お い 

お そ う じ し た 後 の 

汗 の に お い だ っ て 

海 へ 行 っ て 遊 ん だ 後 の 

潮 だ ら け に な っ た に お い だ っ て 

ぜ ん ぶ 大 す き な お 母 さ ん の 

い い に お い 

 

夜 、 ね む る 前 に 

｢ お や す み｣ っ て 

ぎ ゅ っ と 抱 き し め て も ら う と 

優 し い お 母 さ ん の に お い に 包 ま れ て 

す ぐ に ス ヤ ス ヤ ね む っ て し ま う 

 

大 す き な お 母 さ ん の に お い 

一 番 安 心 で き る 

い い に お い 

 

市 長 賞 
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散 歩 道 

平 良 第 一 小 学 校 六 年 久 井 亮 

 

お 父 さ ん と 歩 く 散 歩 道 

毎 日 同 じ 道 だ け ど 

ぼ く に は 、 毎 日 ち が っ て 見 え る 

 

ぼ く よ り で か い 

見 た こ と も な い 犬 

頭 上 を 飛 ん で い く 

ジ ャ ン ボ ジ ェ ッ ト 

体 全 体 が し び れ る ほ ど 

迫 力 満 点 の 景 色 だ 

ほ た る が こ ん な に き れ い に 光 る っ て こ と 

ぼ く は 全 く 知 ら な か っ た 

羽 を 広 げ た こ う も り が 

こ ん な に 大 き く て 不 気 味 だ っ て こ と 

ぼ く は 全 く 知 ら な か っ た 

 

ぼ く の 知 ら な か っ た 世 界 が 

見 え て く る 

お 父 さ ん と 歩 く 散 歩 道 

毎 日 同 じ 道 だ け ど 

ぼ く は 、 毎 日 ち が う に お い が す る 

 

ス テ ー キ 屋 さ ん の 

お い し そ う な に お い や 

名 前 は 知 ら な い け れ ど 

香 水 の よ う に す ご く に お う 花 

体 全 体 が う き う き す る ほ ど 

ぼ く は に お い に さ そ わ れ る 

雨 が 上 が っ た 後 

ア ス フ ァ ル ト の に お い が す る っ て こ と 

ぼ く は 全 く 知 ら な か っ た 

秋 に な る と 、 お 父 さ ん は 言 う 

｢ 秋 の お い が す る ね｣ 

季 節 に に お い が あ る な ん て 

僕 は 全 く 知 ら な か っ た 

 

僕 の 知 ら な い 世 界 が 

す ぐ そ こ に あ る 

市 長 賞 
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心 

西 辺 中 学 校 二 年 安 里 穗 歩 

 

｢ が ん ば っ て｣ 

競 技 前 の 練 習 で 自 己 ベ ス ト 

高 ま る 気 持 ち に 

弾 む 身 体 に 届 い た の は 

｢ が ん ば っ て｣ 

友 か ら 先 生 か ら 、 み ん な か ら の 応 援 の 声 

強 く 強 く 

心 に 刻 む 

 

｢ が ん ば れ｣ 

一 投 目 、 二 投 目 と 伸 び な い 記 録 

焦 る 気 持 ち に 

緊 張 し た 身 体 に 届 い た の は 

｢ が ん ば れ｣ 

こ れ ま で の 練 習 を 思 い 出 す 

自 分 へ 問 い か け る 

大 丈 夫 大 丈 夫 

心 は 揺 れ る 

 

｢ が ん ば っ た ね｣ 

競 技 後 の テ ン ト で 振 り 返 る 一 投 

込 み 上 げ る 気 持 ち に 

悔 し む 身 体 に 届 い た の は 

｢ が ん ば っ た ね｣ 

友 か ら 先 生 か ら 、 み ん な か ら の 励 ま し の 声 

深 く 深 く 

心 へ 響 く 

 

力 を 出 し 切 れ な か っ た 

自 分 の 中 に あ る 弱 さ に 

涙 が あ ふ れ る 止 む こ と な い 悔 し さ 

励 ま し の 声 で 気 づ く こ と が で き た 

い つ で も ベ ス ト を 尽 く す こ と 

大 切 な 一 投 に 思 い を 込 め る こ と 

前 へ 前 へ 

心 に 誓 う 

次 は 絶 対 

笑 顔 で 

｢ が ん ば っ た よ｣ 

市 長 賞 
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お ぼ ん の 日 

下 地 小 学 校 六 年 平 良 匠 

 

お く り 日 の 夜 

た く さ ん の 親 せ き が 

オ バ ー ヤ に き た 

久 し ぶ り に 会 う い と こ も 来 て 

に ぎ や か に な っ た 

 

夜 に な っ て 

雨 が や む の 待 っ て 外 に 出 た 

オ バ ー が 

果 物 や ご ち そ う を た く さ ん 持 っ て 

お そ な え し た 

そ し て 

た く さ ん の せ ん こ う を た て た 

み ん な ト ー ト ゥ し た 

ぼ く も ト ー ト ゥ し た 

お 母 さ ん 

ぼ く の こ と を 空 か ら 見 守 っ て い て ね 

ぼ く は が ん ば る よ 

し ゅ く だ い を め ん ど く さ が ら ず や る ね 

ケ ン カ を へ ら す か ら 安 心 し て ね 

お ば あ に た よ ら ず 

自 分 の こ と は 自 分 で で き る よ う に 

が ん ば っ て み る よ 

 

ぼ く は 強 く な っ た 

来 年 来 た 時 

大 き く な っ た ぼ く を 楽 し み に し て い て ね 

 

市 長 賞 
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私 の 中 学 校 生 活 

北 中 学 校 一 年 鈴 木 結 愛 

 

入 学 式 は じ め て の せ い ふ く 

う れ し か っ た ス カ ー ト ひ ら ひ ら 

入 学 式 せ い ふ く を 着 て た の し か っ た 友 達 と み せ っ こ 。 

入 学 式 初 め て あ っ た ク ラ ス メ イ ト き ん ち ょ う し た 。 

入 学 式 は じ め て の き ょ う し つ 小 学 校 と は ち が っ て い た 

入 学 式 は じ め て の き ゅ う し ょ く 小 学 校 と は や っ ぱ り ち が っ て い た 。 

は じ め て が い っ ぱ い の 中 学 生 

小 学 校 の と き は 休 み が ち だ っ た け ど 

入 学 式 は た の し そ う だ な 

こ れ な ら 頑 張 れ そ う だ な 

お も し ろ い 先 ぱ い や 先 生 方 

じ ゅ ぎ ょ う ご と に 変 わ る 先 生 方 

楽 し く て 優 し い 先 ぱ い 方 

私 の 中 学 校 生 活 は カ ラ フ ル だ 

私 の 中 学 校 生 活 は ウ キ ウ キ し て る 

市 長 賞 
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    お さ ら あ ら い 

        東 小 学 校 二 年  し ゃ し き ま こ 

 

ス ポ ン ジ に 

せ ん ざ い を つ け て 

ぎ ゅ う ぎ ゅ う に ぎ っ て 

も く も く あ わ が で て き た ら 

じ ゅ ん び は オ ッ ケ ー 

よ し 、 あ ら う ぞ 

 

お さ ら は ス ル ス ル っ と 

コ ッ プ は ギ ュ ッ ギ ュ ッ と 

お は し は ガ シ ャ ガ シ ャ っ と 

お わ ん は グ ル グ ル っ と 

も く も く あ わ で 

ピ ッ カ ピ カ 

 

お さ ら た ち が に っ こ り わ ら っ た ら 

つ め た い 水 で な が し ま し ょ 

 

お さ ら は ス ー っ と 

コ ッ プ は キ ュ ッ キ ュ ッ と 

お は し は カ シ ャ カ シ ャ っ と 

お わ ん は ク ル ク ル っ と 

き れ い に な が し て 

ピ ッ カ ピ カ 

 

お さ ら も わ た し も 

い い 気 分 

お さ ら あ ら い は さ い こ う だ 

 

教 育 長 賞 
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思 い 出 

         平 良 第 一 小 学 校 四 年 山 田 陽 子 

 

楽 し み に し て い た 夏 祭 り 

ベ ス ト ポ ジ シ ョ ン を 探 し て 

家 族 と ド ラ イ ブ 

 

や っ と 見 つ け た 

暗 い 海 に う か ぶ 橋 

ど こ に 上 が る の か 

 

ヒ ュ ー パ パ パ ー ン 

ド ー ン パ ラ パ ラ パ ラ 

夜 空 が 一 瞬 で 明 る く な っ た 

夜 空 に ひ ま わ り が さ い た 

 

あ ん な に 楽 し み に し て い た の に 

あ っ と い う 間 だ 

も う 終 わ っ た の か な 

 

夜 空 を 見 つ め て い る と 

数 え き れ な い ほ ど の 光 

わ ぁ 星 だ 

 

花 火 は 消 え て し ま っ た 

け れ ど 夜 空 に 星 は の こ る 

思 い 出 も 心 に の こ る 

そ し て 私 の 心 を 明 る く す る 

あ の 夜 の 花 火 の よ う に 

教 育 長 賞 
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ラ イ バ ル 

        東 小 学 校 五 年  謝 敷 絢 介 

 

ぼ く の ラ イ バ ル は 

ぼ く だ 

 

ぜ っ た い に き め る ぞ と 気 合 い を 入 れ て 

う っ た シ ュ ー ト 

は ず れ た 

イ ラ イ ラ ぼ く が あ ら わ れ る 

｢ お こ る な 自 分 。 次 は 大 丈 夫 。｣ 

そ う 思 い た い の に 

イ ラ イ ラ ぼ く が じ ゃ ま を す る 

 

も う す ぐ 完 成 だ と は り き っ て 

ぬ っ た 絵 の 具 

は み 出 し た 

イ ラ イ ラ ぼ く が あ ら わ れ る 

｢ お こ る な オ レ 。 あ き ら め ん な 。｣ 

そ う 思 い た い の に 

イ ラ イ ラ ぼ く が じ ゃ ま を す る 

 

う ま く い か な い 時 

イ ラ イ ラ ぼ く は あ ら わ れ る 

ど う や っ た ら 勝 て る の か な 

大 人 に な っ た ら 勝 て る の か な 

 

ぼ く の ラ イ バ ル は 

ぼ く だ 

教 育 長 賞 
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存 在 意 義 

城 東 中 学 校 三 年  前 里 昊 輝 

 

私 は な ぜ こ の 世 に 存 在 す る の か 

学 校 に 行 く 意 味 は 

勉 強 す る 意 味 は 

社 会 に 貢 献 す る 意 味 は 

そ ん な こ と を 考 え な が ら 日 々 生 き る 

正 解 が な い こ と は 意 味 が な い の か 

意 味 が な け れ ば 存 在 し て は い け な い の か 

 

私 は な ぜ こ の 世 に 存 在 す る の か 

｢ な ぜ｣ を く り 返 し て み て も 分 か ら な い 

 

で も 

た と え ス ポ ー ツ が で き よ う が で き ま い が 

友 達 が い よ う が い ま い が 

才 能 が あ ろ う が な か ろ う が 

人 の 役 に 立 と う が 立 つ ま い が 

生 き て い る 一 人 一 人 に 

｢ 生 き る｣ と い う 重 要 な 意 味 が あ る 

 

今 日 も 天 高 く 昇 っ た 太 陽 の よ う に 

明 る く 笑 い 合 え る 人 が い る 

そ れ だ け で い い 

 

意 味 な ん て な く て も い い 

私 は 今 日 も 生 き る 

教 育 長 賞 
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じ い じ の 手 

西 辺 小 学 校 四 年  奥 出 悠 斗 

 

ハ イ タ ッ チ ！ 

じ い じ と ぼ く 

毎 日 タ ッ チ を し て い る よ 

な ん だ か 元 気 が わ い て く る 

 

じ い じ の 手 は 

キ ビ や 野 菜 を 育 て て て 

黒 く て ガ ッ チ リ 

か た い ん だ 

 

じ い じ は 

そ の 手 で ハ ン ド ル を に ぎ り 

毎 朝 、 学 校 ま で 送 っ て く れ る よ 

い つ も 、 い つ も 、 あ り が と う 

 

じ い じ の 手 は ご っ つ い け ど 

チ ャ ー ハ ン 作 る と お い し い よ !!  

サ ッ サ ッ サ と 動 か し て 

あ っ と い う 間 に し あ げ ち ゃ う 

 

じ い じ は た ま に 両 手 を あ げ て 

ハ イ ヤ ヒ ヤ サ ッ サ と お ど る ん だ 

え が お で と て も 楽 し そ う 

つ ら れ て ぼ く も ヒ ヤ サ ッ サ 

 

ハ イ タ ッ チ ！ 

今 朝 も じ い じ と タ ッ チ ！ 

元 気 パ ワ ー が わ い て く る 

じ い じ の 手 は ふ し ぎ な 手 

教 育 長 賞 
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理 科 の 実 験 

北 中 学 校 一 年  砂 川 葵 

 

理 科 の 授 業 で 実 験 を し た 

実 験 前 先 生 の お 話 を き い た 

実 験 の こ と が 

中 間 テ ス ト よ り 気 に な る 目 の 前 の 用 具 

は や く 実 験 し た い な は や く は じ め た い な 

三 人 共 た ぶ ん 同 じ だ っ た と 思 う 

実 験 用 具 を 先 生 が 用 意 し て く れ た 

ビ ー カ 、 リ ト マ ス 紙 、 ア ン モ ニ ア 水 

Ｂ Ｔ Ｂ よ う 液 、 食 塩 水 、 塩 酸 、 水 道 水 

実 験 が は じ ま っ た は じ ま っ た 

失 敗 し な い か ド キ ド キ し た 

失 敗 せ ず に 成 功 し た 実 験 

リ ト マ ス 紙 の 色 が 変 わ っ た 

三 人 共 笑 顔 に な っ た 

理 科 の 実 験 ワ ク ワ ク ド キ ド キ 

そ し て 、 ニ コ ニ コ 

理 科 の 実 験 、 つ ぎ は い つ か な 

つ ぎ は ど ん な 実 験 す る の か な 

ワ ク ワ ク ド キ ド キ 楽 し み だ 

教 育 長 賞 
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文 芸 展 ( 詩 の 部 ) の 総 評 

 

文 芸 展( 詩) 審 査 員 

○ 小 学 校 低 学 年 の 部 

  比 喩 や 擬 音 語 を 用 い た 表 現 の 工 夫 が あ り 、 作 品 が 生 き 生 き し て い た 。 

  身 近 な 日 常 生 活 の 中 か ら 題 材 を 見 つ け 、 リ ズ ミ カ ル な 表 現 の 工 夫 が 見 ら れ た 。 

  テ ー マ に 片 寄 り が 見 ら れ た 。 

 

○ 小 学 校 中 学 年 の 部 

  小 学 校 の 中 学 年 な ら で は の 感 性 が 活 か さ れ た 作 品 が 多 か っ た 。 

  五 感 を 活 か し て 対 象 を 観 察 し 、 表 現 し て い た 。 

  言 葉 の リ ズ ム を 活 か し 、 短 文 を く り 返 す よ う に し て 韻 文 の 作 品 と し て 上 手 に ま と め

て い た 。 

  作 品 数 が 少 な か っ た 。 

 

○ 小 学 校 高 学 年 の 部 

詩 の 技 法 を 使 っ て 表 現 し て い る の が 良 か っ た 。 

夏 に 関 す る 詩 が 多 か っ た の で 、 日 常 生 活 か ら 感 じ た こ と を 題 材 に し て も 良 か っ た 。 

 

○ 中 学 校 の 部 

  市 長 賞 は 、 中 学 生 と い う 多 感 な 時 期 に お い て 、 よ り よ い 生 き 方 を 求 め て｢ が ん ば れ｣ と

い う 言 葉 で 自 分 自 身 と 向 き 合 う 気 持 ち を う ま く ま と め て い る 。 反 復 法 を 効 果 的 に 取 り

入 れ た 詩 作 品 で あ る 。 

  総 評 は 、 成 長 過 程 で 自 分 自 身 の 生 き 方 を 問 い か け た 作 品 が 多 か っ た 。 日 常 生 活 の 中 か

ら 題 材 を 求 め 、 自 身 の 体 験 を 深 め た 作 品 が 多 か っ た 。 昨 年 よ り 応 募 作 品 が 増 え て い る こ

と か ら 、 詩 を 書 く 事 へ の 意 欲 が 伺 え る 。 

  課 題 は 、 タ イ ト ル と 詩 の 内 容 が 対 応 し て い な か っ た 。 タ イ ト ル( 主 題) の 工 夫 が 必 要 。 

 

○ 特 別 支 援 教 育 の 部( 小 学 部) 

  身 の ま わ り の 物 事 に 対 し て 、 五 感 を 働 か せ て よ く 観 察 し て い た 。 

  素 直 な 表 現 で 、 思 っ た こ と や 感 じ た こ と を の び の び と 表 現 し て い た 。 

  書 き 手 の 個 性 が 表 れ て い て 、 読 み 手 の 想 像 を 広 げ る 工 夫 が な さ れ て い た 。 

 

○ 特 別 支 援 教 育 の 部( 中 学 部) 

  市 長 賞 は 、 新 し く 始 ま っ た 中 学 校 生 活 へ の 期 待 と 希 望 が 込 め ら れ て い る 。 日 々 の 学 校

生 活 の 様 子 が 生 き 生 き と 表 現 さ れ て お り｢ カ ラ フ ル｣ だ と 捉 え て い る 。 作 者 の 明 る い 気

持 ち が 伝 わ っ て く る 詩 作 品 で あ る 。 

  総 評 は 、 日 常 生 活 を 題 材 に 学 校 ・ 自 然 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 行 事 な ど に 目 を 向 け て 詩 に 表 現 し

て い る 。 観 察 眼 が 鋭 く 、 的 確 な 語 い で 表 現 し て い る 。 
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市長賞・教育長賞作品 
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東小学校１年 下里 風実歌 

 「いろみずはかせ」 

 

【研究内容】 

お花や野菜から、どんな色水ができるか

実験した様子。 

東小学校３年 下里 和楓 

 「植物の水のすい上げ大研究」 

 

【研究内容】 

植物が水をどんなふうにすうのかについて

調べてみた。 
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西城小学校４年 平良 碧翔 

 「油と水とかたくりこ」 

 

【研究内容】 

油と水とかたくりこ、どちらがおもいか調べました。 

平良第一小学校５年 吉元 優奈 

 「日焼け止めについて」 

 

【研究内容】 

どの日焼け止めが１番やけにくいか海にいって

たしかめたり、日焼け止めにえのぐをまぜてどの

日焼け止めが水でおちにくいかを研究しました。 

北中学校２年 松尾 尚明 

 「食べ物と液体で作る電池の実験」 

 

【研究内容】 

食べ物や飲み物でつくった電池が、

時間がたつにつれてどう変化するの

か、過去の実験「食べ物や飲み物で電

池をつくることはできるのか（小学６

年）」の研究結果を参考にしながら電

圧と電流の変化、メロディICの音の

変化について調べました。 
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久松小学校２年 與那覇 希帆 

 「こおりのとける時間のじゆうけんきゅう」 

 

【研究内容】 

① こおりのとける時間は、ふたのちがい

によってかわるかしらべる。 

② こおりのとける時間は、気おんによっ

てちがうのかしらべる。 

久松小学校４年 野原 颯太 

 「ホレイザイのパワー」 

 

【研究内容】 

保冷剤の冷やす時間がどれくらい続くのか

調べました。 
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平良中学校２年 砂川 凛徳 

 「コレステリック液晶について」 

 

【研究内容】 

コレステリック液晶の特徴や性質を

調べ、温度計としての可能性を探る。 

平良第一小学校６年 奥平 妃奈里 

 「どうして黒い雲から雨が降るのか」 

 

【研究内容】 

どうして黒い雲から雨が降るのかを調べる

ために雲のかんさつとかき氷の実験をした。

そのけっか、雲の厚さ、高さがかんけいして

いることが分かりました。 
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自 由 研 究 展 の 総 評 

 

自由研究展審査員 

 

展示された作品は、児童生徒の皆さんが発想豊かに取

り組んだ作品が多くありました。日頃の生活や学校の授

業の中で、疑問を持ち、観察・実験、調べ学習など、努

力や工夫がみられ、よくまとめられていました。 

自由研究は、身近な疑問をテーマに、観察や実験など

の科学的な手法に基づいて探求することで、問題解決の

力を育むことができます。身近な自然の事物や現象に対

して「なぜこうなるの？」を大切にし、ただ調べるだけ

でなく、実際に観察・実験を行うなど、探求することを

楽しんでほしいと思います。 

ぜひ、今後も新たな課題を見つけ、探求しながら、科

学の楽しさ・面白さを追求して下さい。 

上野小学校２年 大池 陽人 

 「セミのけんきゅう」 
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